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１ はじめに 
長野県北西部には，青木湖，中綱湖，木崎湖からなる3つ

の湖が連なり，仁科三湖と呼ばれている（図1A）．仁科三湖

とその北側に位置する白馬盆地および南側に位置する松本

盆地は，南北方向の狭長な低地帯を形成する．低地帯沿いに

は糸魚川－静岡構造線が通過しており，これを挟んで西側が

おもに北アルプスの亜高山～高山帯，東側が大峰山地および

水内
みのち

山地からなる低山帯である．仁科三湖の西側に沿って南

北方向に延びる山地は仁科山地，青木湖の北岸に位置する丘

陵は佐野坂丘陵と呼ばれている． 
仁科三湖の成因としては，糸魚川－静岡構造線に関係する

「断層湖」であるとの説が古くから知られているが（例えば

田中，1930），現在に至るまで「断層湖」説の実態は明らかに

されていない．また，青木湖は佐野坂丘陵による堰き止め湖

であるとの説が有力であるが（小川，1931；八木，1934；町

田，1979；山下ほか，1985；多ほか，2000；八木・井口，2015；
矢野，2017など），中綱湖と木崎湖の成因についての地質学

的研究はほとんどない． 
一方で，仁科山地の地質については，平林（1971），平林

（1984），加藤ほか（1989），植木・原山（2012）などで報告

されているが，仁科三湖の成因と関連付けて研究されたこと

はない．そこで本研究では，仁科三湖のうち青木湖と中綱湖

の成因に着目し，仁科山地の詳細な地質調査を行って，地質

構成と斜面崩壊について考察した． 
 
２ 地形・地質と斜面崩壊の概説 

(１) 地形概説 

仁科山地は北アルプスから分岐する山塊の一つであり，南

北方向の狭長な尾根地形をなす．稜線の長さは約12.5 kmで，

標高は1300～1900 mである．低山だが，細い稜線と急傾斜

の山腹斜面からなり急峻な山容を示す．山腹を削る小規模な

Ｖ字谷群は谷壁から崩落した岩塊で埋積されており，谷沿い

の地質露頭は極めて少ない． 
糸魚川－静岡構造線沿いの低地帯は中綱湖付近で東西の

幅が最も狭く，中綱湖の南側では仁科山地と大峰山地が直に

接する（以後，中央狭窄部とする）．佐野坂丘陵は標高850～
900 mの小規模な尾根状地形で，低地帯を横切って東西の山

地をつなぐ．佐野坂丘陵の北側には親
お
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長野県北西部には，糸魚川－静岡構造線に沿って青木湖，中綱湖，木崎湖が南北方向に並んでいる．これらの湖の

西側（北アルプス側）に沿って位置する仁科
にしな

山地の地質は，ペルム紀～ジュラ紀の堆積岩と火山岩，白亜紀～古第三

紀の深成岩と火山岩，おおび第四紀の火山岩からなる．これらは数系統の断層により切られており，断層沿いに熱水

変質を被り，熱水変質部は軟質化～粘土化する．青木湖の北側に位置する佐野坂丘陵は，北に流れる姫川と南に流れ

る農具川の谷中分水界である．青木湖は約3.4万年前に仁科山地で発生した佐野坂崩壊により，旧姫川が堰き止めら

れて形成された．その際に，崩壊は斜面の最大傾斜方向より北東側に向かって発生し，旧姫川の河道に詰まって停止

した．中綱湖は，仁科山地で発生した中綱地すべりと神城断層の衝上運動位により，旧姫川が堰き止められて形成さ

れた．中綱地すべりは熱水変質に伴う岩石の軟質化により発生し，佐野坂崩壊とほぼ同時期の可能性がある． 
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り，姫川は日本海に向けて北に流れ，南側では青木湖を源流

とする農具川が南に流れる．佐野坂丘陵は，低地帯内の谷中

分水界をなす（矢野，2017）． 
(２) 地質概説 

糸魚川－静岡構造線の西側は飛騨外縁帯，東側はフォッサ

マグナ帯に区分される（加藤ほか，1989 など：図 1Ｂ）．飛

騨外縁帯については，おもに加藤ほか（1989）にもとづいて

概要を記す．仁科山地から北アルプスにかけての飛騨外縁帯

は主として，時代未詳の蛇紋岩，ペルム紀～ジュラ紀の堆積

岩および白亜紀後期～古第三紀末の火成岩類からなる．ペル

ム紀の堆積岩は神城層と呼ばれる付加体からなり，ジュラ紀

の堆積岩は木崎層と呼ばれる海成の正常層で，両者は断層で

接する．白亜紀後期の火成岩類は木崎流紋岩（溶結凝灰岩）

と青木花崗岩と呼ばれており（石沢，1982；加藤，1989），
両者は火山－深成複合岩体を構成すると考えられている（笹

倉，1933； 植木・原山，2012）．白亜紀末～古第三紀初期の

花崗岩は有明花崗岩と呼ばれ，これ以前の時代の岩石に熱変

成を与えている（石沢，1982；植木・原山，2012など）． 
北アルプスの蓮華岳～五竜岳付近にかけては，第四紀前期

更新世の爺ヶ岳火山岩類が分布し，黒部川花崗岩がこれに貫

入する（原山ほか，2003など）．両者は第四紀花崗岩－カル

デラ火山複合岩体を構成する（原山ほか，2010）． 
糸魚川－静岡構造線より東側のフォッサマグナ帯の主部

は水内帯，その西縁部は大峰帯と呼ばれ，両者は小谷
おたり

－中山

断層で境される（小坂ほか，1992）．調査地付近の水内帯は，

フォッサマグナの海を埋積した新第三紀の海成層である．調

査地付近の大峰帯は，前期更新世の大峰累層からなる（小坂

ほか，1992）．大峰累層は砂岩・礫岩と火砕流堆積物～溶結凝

灰岩から構成される（小坂ほか，1984；長橋，1998 など）．

その大半は，前期更新世の爺ヶ岳カルデラからもたらされた

と考えられている（原山ほか，2010など）． 
なお，糸魚川－静岡構造線沿いには活断層帯があり，中央

狭窄部を境に北側が神城断層，南側が松本盆地東縁断層と呼

ばれている（廣内ほか，2018など）． 
(３) 斜面崩壊概説 

青木湖を形成したと考えられている佐野坂丘陵は，丘頂部

の幅が広く，多数の分離小丘と小凹地が不規則に混在する特

異な地形を呈する．その成因については，北アルプスや現在

の仁科三湖沿いにあったと考えられた氷河によるモレーン

とする説（小川，1931）と噴火した火山であるとする説（八

図1 仁科山地周辺の地形陰影図（A）と地質概要図（B）．地質概要図は，加藤ほか（1989），長野県地質図活用

普及事業研究会（2015）などをもとに編集． 
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木，1934）が昭和初期に提案された．その後，仁科山

地からの土石流堆積物とする説（町田，1979）を経て，

山下ほか（1985）により仁科山地で発生した巨大崩壊

（以後，佐野坂崩壊とする：図2）によるとする説が有

力となった．また，多ほか（2000），公文ほか（2013）
により，崩壊の発生は約 3.4 万年前だったと考えられ

ている．一方で，佐野坂丘陵の形成過程には以下の疑問

点が残されていた（図2）． 
・崩壊堆積物の位置が，予想される崩壊崖の最大傾斜

方向より北側にかたよる 
・崩壊堆積物はおもに安山岩類の岩塊からなるが，従

来の仁科山地の地質図に安山岩類がない 
・このため，巨大崩壊がどこで発生し，どのように谷

を堰き止めたかが不明だった 
その成因について太田（2021）は，崩壊が東北東方

向に斜めに発生した場合と，崩壊後に南北方向の活断

層により変位した場合の2つの仮説を示した． 
中綱湖と木崎湖の成因については，八木（1934）が

中綱湖は大峰山地の権現山の西側斜面で発生した地す

べりによる堰き止め，木崎湖は鹿島川の扇状地による

堰き止めとの考えを示したが，その具体的な根拠は提

示していない． 
 

３ 仁科山地の地質 

これらの問題を解決するために，仁科山地周辺の詳

細な地質踏査を行った．約 250 個の岩石サンプルを採

取し，代表的な岩相の 42 個について岩石薄片を作成

し，偏光顕微鏡による観察で同定した．これらにもとづ

いて，仁科山地の詳細な地質図を作成した． 
(１) 仁科山地の地質構成 

仁科山地付近を構成する地質は表 1 のようにまとめ

られる．仁科山地全体の地質図と低地帯の地質縦断面

図を図 3 に，佐野坂丘陵～中央狭窄部の地質図とルー

トマップを図4～5に示す．佐野坂丘陵より北側の仁科

山地は，おもにペルム紀の神城層とジュラ紀の木崎層

からなる（図 3）．木崎層は従来，堆積岩のみからなる

と考えられていたが（加藤ほか，1989など），本研究に

より安山岩類が存在することが明らかになった．これ

は，加藤ほか（1989）で神城層の塩基性火山岩類の分

布地とされていた箇所にほぼ相当する． 
青木湖より南側の仁科山地は，稜線付近および東側

斜面がおもに木崎層の堆積岩と白亜紀後期の木崎流紋

岩，青木花崗岩からなる．山地の西側では，仁科断層を

介して白亜紀末～古第三紀初期の有明花崗岩が分布す

る．稜線付近の高標高部には第四紀と考えられるデイ 

図2 佐野坂丘陵～中央狭窄部の地形陰影図 

表1 地質層序表 
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図3 仁科山地全体の地質図（A）と低地帯の地質縦断面図（B）（凡例は図4と同じ） 
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図4 佐野坂丘陵～中央狭窄部の地質図 
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図5 佐野坂丘陵～中央狭窄部のルートマップ 
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サイト類が点在し，仁科山地の南部では第四紀の爺ヶ

岳火山岩類と．閃緑岩の小岩体が分布する．以上の岩

石は，数系統の断層沿いに熱水変質を受けている． 
低地帯沿いには第四紀の湖底堆積物，段丘堆積物，

扇状地堆積物，湿地堆積物が分布する．旧地質調査所

（1988）が青木湖で掘削したボーリングB4，B5では，

湖底堆積物の下位に旧河川堆積物が伏在する（公文，

1994：図6A）．湖底堆積物の最下部にはAT（姶良Tn）
テフラ（約3万年前：奥野，2019）が挟在することか

ら，河川環境から湖に変化したのは約 3.4 万年前だと

考えられている（公文ほか，2013）．類似した地層の組

み合わせは，神城盆地のボーリングB1（下川・山崎，

1987）と中綱湖のB6（平林，1984）でも確認され，

河川堆積物の位置はほぼ一直線上に並び，旧姫川の河

道を示すと考えられる（図6B）．図4に示した旧姫川

の河道範囲の平面形状は，B4，B5 の位置と現在の地

形で周囲より低い箇所の分布から推定した． 
 

また，中綱湖の西側山地において，大規模な地すべりを新

たに見出した（以後，中綱地すべりとする）．佐野坂丘陵～ド

ウカク山は，佐野坂崩壊の崩壊堆積物からなる． 
(２) 地質各説 

仁科山地を構成する地質を個別に解説する．佐野坂崩壊堆

積物と中綱地すべり移動体については，次章で記述する． 
蛇紋岩：Sp（時代未詳） 

蛇紋岩は，佐野坂崩壊崖の中央部の沢とその延長部に岩塊

が多数あり，鳴沢川でも見られるが，露頭が確認できなかっ

た．ただし，山下ほか（1985）により佐野坂崩壊崖の北側の

尾根で，断層に挟まれた蛇紋岩の露頭が数箇所で報告されて

いることから（図5），南北方向の断層沿いに狭長に分布する

と考えた． 
顕微鏡下では，カンラン石は周縁部や割れ目に沿って蛇紋

岩化するものの，島状もしくは粒状に残存する．蛇紋石はカ

ンラン石の周縁部やまわりを埋めて岩石全体に生じ，アクチ

ノ閃石や不透明鉱物が全体に生じる．強い熱変成により，部

分的に直方輝石が生じる． 
神城層：KM（古生代ペルム紀） 

中綱湖～白馬盆地南部にかけての仁科山地に分布する．お

もに頁岩からなり，玄武岩類，砂岩，石灰岩，チャートの大

小のブロックを含む．玄武岩類は火山砕屑岩と溶岩からなり，

部分的にハイアロクラスタイト状を呈する．有明花崗岩によ

り熱変成を受ける． 

図6 青木湖の東西方向（e-f：A）と低地帯沿い（a-b：B）の地質断面図（断面位置は図4に示す） 
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顕微鏡下では，玄武岩溶岩は細粒斜長石が多い填間状組織

を示す（図7A）．しばしば斜長石が二次石英や粘土鉱物に交

代し，有色鉱物（輝石？）はアクチノ閃石や緑泥石，粘土鉱

物などに置き換わる．岩石全体に片状のアクチノ閃石が生成

され，粒間には粘土鉱物や二次石英が生じる． 
木崎層の安山岩類：KZan（中生代ジュラ紀） 

青木湖～中綱湖の西側に分布し，木崎層の堆積岩と一部で

互層をなす．おもに火山砕屑岩からなり，溶岩を伴う．斜長

石の斑晶が目立つ斑状の組織が特徴で，基質は熱変成により

黒色緻密となる（図7B）．部分的にデイサイト類が介在する． 
顕微鏡下では，斑晶は斜長石，有色鉱物（輝石？），不透明

鉱物からなり，溶岩では自形～半自形，火山砕屑岩では破片

状を呈する．斜長石はソーシュライト化しており石英や粘土

鉱物が生じる．有色鉱物は，アクチノ閃石や緑泥石，淡褐色

の粘土鉱物などに置き換わる．基質は斜長石，不透明鉱物，

ガラスからなり，アクチノ閃石や緑泥石，淡褐色の粘土鉱物，

二次石英などに置き換わる．デイサイトは，斑晶が石英，斜

長石，黒雲母，角閃石からなり，基質は石英，斜長石などの

微細結晶に再結晶する． 
木崎層の堆積岩：KZsr（中生代ジュラ紀） 

おもに仁科山地の稜線沿いに断続的に分布する．頁岩を主

とし，砂岩，礫岩，凝灰岩が挟在する．有明花崗岩の熱変成

によりホルンフェルス化する． 
顕微鏡下では，頁岩は熱変成により石墨と黒雲母が生じ，

砂岩は細粒の石英粒子が再結晶する．全体に片状のアクチノ

閃石や二次石英が生じ，沸石が基質の粒間に生じる． 
木崎流紋岩：RKz（中生代白亜紀後期） 

おもに中央狭窄部より南側で，木崎層を不整合で覆って分

布する．鹿島槍スキー場では，青木花崗岩上の小規模なルー

フペンダントとして分布する．溶結凝灰岩だが，有明花崗岩

による熱変成で流紋岩状の見かけを呈する．熱変成が弱い部

分では溶結構造が認められる． 
顕微鏡下では，石英，斜長石，カリ長石，黒雲母，角閃石

の亜角形状の結晶破片が多く，基質は石英や斜長石などの微

細結晶の集合に再結晶するものが多い．カリ長石にはパーサ

イト組織が見られ，青白い閃光を発するものがある（月長石）．

パーサイトの成因と閃光の発生条件については，渡辺ほか

（2017）で検討されている． 
青木花崗岩：Gao（中生代白亜紀後期） 

おもに青木湖～中央狭窄部の西側に分布する．カリ長石，

図7 岩石標本および偏光顕微鏡写真 
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斜長石と粒状の石英の斑晶が目立つ斑状花崗岩～花崗斑岩

（植木・原山，2012）で，流紋岩岩脈を伴う． 
顕微鏡下では，石英，斜長石，カリ長石，黒雲母，輝石，

角閃石などからなる完晶質組織を示し，鉄カンラン石を含む．

パーサイト組織とミルメカイト組織が認められる． 
有明花崗岩：Gar（白亜紀末～古第三紀初期） 

北アルプスに広く分布し，仁科山地では鹿島川の左岸沿い

に狭長に分布する．おもに粗粒角閃石黒雲母花崗岩からなる．

仁科山地のものは石英や長石の結晶は径0.5～2 cmで，カリ

長石がピンク色を示す．これ以前の時代の岩石に，強い熱変

成を与えている． 
爺ヶ岳火山岩類：Vjii（新生代第四紀） 

前期更新世の爺ヶ岳カルデラ（原山ほか，2003）の噴出物

であり，北アルプスに広く分布する．仁科山地では南西端部

に小規模に分布し，有明花崗岩を不整合で覆う．仁科山地の

ものは，安山岩質の溶結凝灰岩からなる． 
閃緑岩：Di（新生代第四紀） 

仁科山地南部で，北東～南西方向の断層沿いに貫入する小

規模な岩脈である．熱変成を受けておらず新鮮なことから，

第四紀の貫入岩と考えた．顕微鏡下では，細粒の斜長石，普

通角閃石，輝石などからなる完晶質組織を示す． 
デイサイト類：Da（新生代第四紀） 

仁科山地の稜線沿いに小規模な岩体として点在する．溶岩

と火山砕屑岩類からなり，熱変成を受けておらずきわめて新

鮮である（図7C）．大峰累層の溶結凝灰岩と岩相が類似する

ことから，前期更新世の大峰累層の一部と考えた． 
顕微鏡下では，斑晶は石英，カリ長石，斜長石，黒雲母，

角閃石，輝石からなり，溶岩では自形～半自形，火山砕屑岩

では破片状を呈する．石英は溶食形を示すものがある．基質

はガラス，石英，斜長石，輝石，不透明鉱物からなる． 
大峰累層：Om（新生代第四紀） 

大峰帯を構成し，砂岩，礫岩からなる扇状地堆積物と火砕

流堆積物からなる．火砕流堆積物は流紋岩質で，岩片や結晶

片を多く含む．礫岩の礫は，おもに木崎流紋岩や青木花崗岩

の亜円礫からなる． 
旧河川堆積物：org，orm（新生代第四紀） 

砂礫層と砂泥互層からなる．砂礫層は，青木湖の湖底ボー

リングで径20以上の円礫を混じえることから（地質調査所，

1988），礫質河川の堆積物と考えられる．砂泥互層は多ほか

（2000）により，中央狭窄部の段丘堆積物として，砂礫層の

下位に観察された．泥炭とシルトを主とし砂層が挟在する，

DKP（大山倉吉）テフラ（約6万年前：奥野，2019）が挟在

する．蛇行河川の堆積物と考えられる． 
湖底堆積物：la（新生代第四紀） 

青木湖のボーリングB4，B5では，それぞれ湖底から深度

28mと17mまでが湖底堆積物であった（地質調査所，1988；
公文，1994）．おもに粘土とシルトからなり，砂の薄層が頻繁

に挟在し，テフラを伴う． 
段丘堆積物：te（新生代第四紀） 

中綱湖～中央狭窄部付近の神城断層の東側（上盤側）で，

断続的に分布する．多ほか（2000）によると，中綱湖付近の

ものは AT テフラが挟在する湖底堆積物で，中央狭窄部のも

のはDKPテフラが挟在する旧河川堆積物からなる． 
湿地堆積物：ma（新生代第四紀） 

白馬盆地南部で，姫川沿いの湿地に分布する． 
扇状地堆積物：fa（新生代第四紀） 

仁科山地と大峰山地の山麓に分布する． 
三角州堆積物：de（新生代第四紀） 

中央狭窄部～木崎湖にかけての農具川沿いに分布する． 
(３) 地質構造 

仁科山地には，南北方向，北東～南西方向および東西方向

の3系統の断層がおもに認められる（図3）．東西方向の断層

は，黒沢～鹿島槍スキー場にかけての仁科山地の鞍部を通過

し，その他の系統の断層により切られる（図4）．北東～南西

方向の断層は水系や尾根の伸び方向などの地形に現れてお

り，南北方向の断層に切られることが多い．鹿島槍スキー場

～佐野坂崩壊にかけてのものを，本論では青木－中綱断層と

名付けた．南北方向の断層は，山地の西側と東側ではその他

の断層を切るが，佐野坂崩壊崖付近では北東～南西方向の断

層に切られる．篭川沿いのものは仁科断層と呼ばれる（加藤

ほか，1989）． 
低地帯沿いには糸魚川－静岡構造線が通過するが，厚い第

四紀層の下に伏在するため，その位置と性状は不明である．

神城断層はおもに低地帯の東側を通過し，青木湖の湖底では

高さ約20～25 mの段差を形成する（地質調査所，1988；地

震調査研究推進本部地震調査委員会，2016など）． 
(４) 熱水変質 

仁科山地では，多くの断層沿いに熱水変質が生じている．

変質程度が最も高いのは東西性の断層で，鹿島槍スキー場の

切土のり面では白色粘土化した木崎流紋岩，青木花崗岩，デ

図8 強変質したデイサイト質火山礫凝灰岩 
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イサイト類が観察される（図8）．その他の系統の断層沿いで

は中～弱程度の変質により，岩石が脆弱化する．ペルム紀の

神城層～大峰累層に属すると考えられるデイサイト類まで

が変質を被る．このため，閃緑岩岩脈などに伴う，前期更新

世の爺ヶ岳カルデラの熱水活動に起因する可能性がある． 
 

４ 斜面崩壊 

地形判読と地質踏査結果にもとづき，佐野坂崩壊と中綱地

すべりの性状について述べる(図9）． 
(１) 佐野坂崩壊 

佐野坂崩壊の崩壊崖は仁科山地の稜線から東方向に開き，

東西の長さ 1.4 km，南北幅 1 km，最大高さ 550 m である

（図4）．崩壊崖の内部は枝沢による侵食が進み，斜面下方に

土石流扇状地が発達する．崩壊堆積物からなる佐野坂丘陵は，

東西の長さ約1.7 km，南北の幅約0.7 kmで，白馬盆地側に

ドウカク山が張り出す．井戸の掘削データW1，W2，W3を

考慮すると（大町市，1995），崩壊堆積物の断面形状は c－d
断面のようになり，旧河道での最大厚さは170 m，総体積は

約1億 m3に達すると考えられる（図10）． 
崩壊堆積物はおもに径数10 cm～5 mの岩塊からなり，礫，

砂，粘土からなる基質が岩塊間を充填する（図 11）．岩塊と

礫の約70％は熱変成した安山岩類からなり，頁岩，砂岩，青

木花崗岩などが混じる（図5）． 
 

図10 佐野坂崩壊の地質断面図（断面位置は図4に示す）

図11 佐野坂崩壊堆積物．（A）径3 mの岩塊と

シルト，砂，礫の混合物．（B）径5 mの岩塊． 

いずれの岩塊も安山岩類からなる． 

図9 佐野坂崩壊と中綱地すべりの全景写真
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(２) 中綱地すべり 

中綱湖の西側山地には段差，分離丘，凹地など

の異常地形が集中する（図 12，図 13）．これら

の背後を高さ 100～150 m の急崖斜面が取り囲

み，山地の東側は低地帯方向に張り出す．このよ

うな異常地形が集中するのは，仁科山地では本

地点のみである．また，異常地形範囲には，岩塊

とシルト，砂礫の混合物や，不規則に破砕された

熱水変質岩および，ゆるみの激しい岩盤からな

る露頭が見られる（図14A）．含まれている岩塊

の径は数 10 cm～7 m で，ジグソーパズル状に

組み合った割れ目で分離するものがある（図

14B）．ゆるみ岩盤は不規則で開口した割れ目が

発達し，割れ目沿いに角礫化する．これらの状況

から，段差に囲まれた異常地形の範囲は地すべりであると新

たに結論した．地すべりの規模は長さ2.5 km，幅1.8 kmで，

A～Dの4ブロックに区分される． 
 

５ 考察 

以上の検討結果をもとに，佐野坂崩壊と中綱地すべりの形

成過程を考察する． 
(１) 佐野坂崩壊の形成過程 

崩壊崖の内部の地質は北側から南に向かって木崎層の堆

図13 鹿島槍スキー場での地すべり地形．（A）南側からの全景と（B）西側からの近景（写真位置を図12に示す）

図12 中綱地すべりの地形陰影図 

図 14 地すべり移動体の層相．（A）角礫と岩塊の混

合物，（B）組み合った亀裂沿いに分離する大岩塊 
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積岩と同層の安山岩類からなり，南側の側部にのみ青木花崗

岩が分布する（図 15）．青木湖の西側山麓に位置する扇状地

の礫は，仁科山地の岩石が斜面の最大傾斜方向に運搬された

もので，背後斜面と同様の岩種配列を示す（図5）． 
これに対して崩壊堆積物は，木崎層堆積岩の分布する崩壊

崖の北側とこれ以北でも，ドウカク山までの大半が安山岩類

の岩塊からなり，佐野坂丘陵の南端沿いでのみ青木花崗岩が

混じる（図5）．すなわち，崩壊崖と崩壊堆積物の地質構成は，

北側にずれた位置関係にある． 
また，崩壊崖の両側部は非対称であり，北側は東北東方向

に長く続く．崩壊堆積物の頭部は斜面の最大傾斜方向と斜交

し，北東方向に配列する（図 16）．以上の状況から，佐野坂

崩壊の形成過程を次のように考えた． 
① 中央狭窄部から佐野坂丘陵間の低地帯には，約 3.4

万年前までは旧姫川が流れていた 
② 約3.4万年前に仁科山地で佐野坂崩壊が発生した 
③ その際に，崩壊は北東方向に向かって進行した 
④ 崩壊堆積物の先端が旧姫川の河道に詰まって停止

し，頭部は北東方向に配列した 
c－d 断面上で崩壊堆積物と同面積の範囲を現状斜面なり

に設定し，これを平面的に展開したところ，崩壊前の地形は

現在の周辺斜面とほぼ同様の山腹斜面であった可能性が示

された（図15）． 
崩壊が北東方向に発生した理由には不明点が多い．2014年

神城断層地震では，被災した家屋や電柱などの大部分が南北

方向に変形したことから（信州大学震動調査グループ，2018），

強い揺れは南北方向だったと考えられる．このため，約 3.4
万年前にも神城断層付近で大地震が発生し，南北方向に強く

揺れたと考えた場合，これが原因の候補の一つに挙げられる．

また，崩壊堆積物の頭部の配列が青木－中綱断層の位置と調

和的であることから，この断層に沿って崩壊が進行した可能

性がある． 
(２) 中綱地すべりの形成過程 

中綱地すべりは，最大高さ150 mの主滑落崖が青木－中綱

断層に沿って形成されており，Ｂ，Ｃブロックの順に，高さ

40～80 mの副滑落崖を境にして標高が低くなる（図17）．こ
のため，Ａブロックの南側半分がＢ，Ｃブロックに分化した

と考えられる．Ｄブロックは主滑落崖の 2 次すべりである． 
また，地すべりの末端部には神城断層が位置しており，東

側が西側にのし上げている（図 18）．これらのことから，中

綱湖は中綱地すべりの東側への滑動と，神城断層の西側への

衝上により旧姫川が堰き止められて形成されたと考えられ

図16 崩壊崖の最大傾斜方向に斜交する崩壊堆積物の方向

（写真位置を図15に示す） 

図15 佐野坂崩壊の形成過程 
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る．中綱湖で掘削したボーリングB6 は，湖底から 27 m
までがシルト，腐植土，砂，礫からなる東西山地からの扇

状地堆積物で，その下位が砂礫であった（平林，1984）．
青木湖のB4と類似した岩相と厚さであることから，中綱

地すべりは佐野坂崩壊とほぼ同時期に発生した可能性が

ある． 
おもに青木花崗岩からなる山地で地すべりが発生した

おもな理由は，東西方向の断層と青木－中綱断層に沿った

熱水変質による岩盤の軟質化のためと考えられる． 
(３) 3.4万年前以前の旧河川 

矢野（2017）は，3.4万年前までの旧姫川の源流の位置

を，青木湖以南の低地帯で現在最も標高が高い中央狭窄部

付近と考えている．ただし，Horie et al.（1980）が木崎湖

の湖底で掘削したボーリングB7では深度28 mで湖底堆

積物から砂礫に変化しており（図3），青木湖のB4および

中綱湖のB6と層相および深度が類似する．また，中央狭

窄部では DKP テフラが挟在する旧河川堆積物が，神城断層

の上盤側で段丘化する（多ほか，2000）．これらのことから，

多ほか（2000）が指摘したように，約 6～3.4 万年前に大町

市から白馬村にかけて比較的に規模の大きい河川（旧鹿島

川？）があった可能性がある． 
 

６ まとめ 

青木湖は約 3.4 万年前に仁科山地で発生した佐野坂崩壊に

より，旧姫川が堰き止められて形成された．崩壊は斜面の最

大傾斜方向より北東側に向かって発生し，旧姫川の河道に詰

まって停止した．中綱湖は，仁科山地で発生した中綱地すべ

りの東側への移動と神城断層の西側への変位により，旧姫川

が堰き止められて形成された．中綱地すべりは熱水変質によ

る青木花崗岩などの軟質化が原因と考えられる．地すべりの

発生は，佐野坂崩壊とほぼ同時期の可能性がある．また，約

6～3.4万年前に，大町市から白馬村にかけて比較的に規模の

大きい河川（旧鹿島川？）があった可能性がある． 
 

謝辞 信州大学理学部の Bishow Raj Silwal 氏には，岩石

薄片の作成と中綱地すべりについての議論をしていただい

た．吉田孝紀教授には，岩石同定についてご教示いただいた．

図17 中綱地すべり地質図 

図18 中綱地すべり地質断面図 
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公文富士夫名誉教授には，仁科三湖の湖底地形図と青木湖の

湖底ボーリングのコア試料の提供および，仁科三湖の堆積物

についてのご教示をいただいた．また，金沢大学の荒井章司

名誉教授には，岩石同定と仁科山地の蛇紋岩についてご教示

いただいた．以上の方々に，ここに記してお礼申し上げる． 
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図図１１..  調調査査地地.. Ｊ1～Ｊ3，Ｉ1～Ｉ4は赤外線センサーカメラの位置を示す． 

１１  ははじじめめにに  
 ライチョウ Lagopus muta japonica は本州中部の高山帯

にのみ生息し，1980 年代までの調査で生息個体数は 約
3,000羽と推定されている(羽田 1985). しかし，2000年代に

は2,000羽弱に減少したと推定され(中村 2009)，北アルプス

の一部や南アルプスで減少が懸念された．2012年8月環境 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 

省第4次レッドリストにおいて，カテゴリーが絶滅危惧 II類
(VU)から絶滅危惧 IB類(EN)に引き上げられ，2012年10月

ライチョウ保護事業計画が策定された．特に減少が著しい南

アルプス北部の白根三山一帯では，その原因とされる捕食者

の捕獲やライチョウ母子群のケージ保護などの対策が実施

された(福田ほか 2020)．2018年7月にライチョウ成鳥雌1

北アルプス後立山連峰爺ヶ岳・岩小屋沢岳における 

ライチョウLagopus muta japonicaの生息状況 

堀田 昌伸・尾関 雅章・黒江 美紗子 
長野県環境保全研究所自然環境部，〒381-0075 長野県長野市北郷2054-120 

 
Status of the Rock Ptarmigan Lagopus muta japonica in Mt. Jiigatake to Mt. 

Iwakoyazawadake, Norhtern Japan Alps 
 

HOTTA Masanobu, OZEKI Masaaki and KUROE Misako 
 

Natural Environmental Division, Nagano Environmental Conservation Research Institute, 2054-120, Kitago, Nagano, 381-0075, JAPAN 

 
北アルプス後立山連峰の爺ヶ岳・岩小屋沢岳において，2013 年から 2022 年までライチョウの生息状況が調査さ

れた．爺ヶ岳では5〜10のなわばり，岩小屋沢岳では0〜3のなわばりが確認された．爺ヶ岳で確認されたなわばり

数は，過去に調査されたなわばり数の範囲内であった．高山帯に設置した赤外線センサーカメラのライチョウ撮影頻

度は，なわばりが多く分布する爺ヶ岳のカメラで高かった．特に，爺ヶ岳北峰に設置したカメラの撮影頻度が最も高

かった． 
 
キーワード：ライチョウ，Lagopus muta japonica，生息状況，爺ヶ岳，岩小屋沢岳 

市立大町山岳博物館研究紀要 8：15‐22（2023） 
Bull. Omachi Alpine Museum (8)：15‐22（2023） 
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羽が確認された中央アルプスでは，その雌の巣にある無精卵 
から乗鞍岳あるいは動物園からの有精卵への入れ替えや乗

鞍岳から母子群の移入などを行い，ライチョウ個体群の復活

を目指している（例として，信越自然環境事務所 2022）．生 
息数が減少し保護対策が必要な山岳がある一方で，乗鞍岳

（小林 2020）や立山室堂（松田 2020）のように，生息状況

が安定している山岳もある．そのため，主要な山岳でライ

チョウの生息状況をモニタリングしておくことは必要であ

ると考えられる．最近では，長野県（2016, 2017, 2018, 2019a, 
2019b, 2021）が2015 年に燕岳から大滝山，2016 年に御嶽

山，2017年に白馬岳から白馬乗鞍岳，2018年に塩見岳，2019
年に針ノ木岳・蓮華岳，2020年に中央アルプスで，ライチョ

ウの生息状況調査を行った． 
 北アルプス後立山連峰爺ヶ岳周辺におけるライチョウの

生息状況調査は，信州大学と市立大町山岳博物館によって

1961 年に最初に行われた（大町山岳博物館 1964）．これは

日本におけるライチョウ生息状況調査の基礎になったもの

である．その後，爺ヶ岳周辺では，断続的に 1980 年（北原

ほか 1980），1992年（北原・宮野 1992），1996年（北原ほ

か 1998）にライチョウの生息状況が報告された．2007年（環

表表１１  調調査査日日数数  

年 5 月 6 月 7 月 ８月 9 月 10月 11 月 Total 
2013  3 3 3 2  11
2014  3 3 2  3  11 
2015  2 2 6 2 3 1 16
2016  2 2 2  6
2017  3 2 2 2 2  11
2018  3 1 1 2 2  9 
2019  2 2  4
2020  1 3 2 2  8
2021  1 2 2 5 4 3 17
2022 1 2 5 2 3 4 2 19 
Total 1 22 23 20 14 26 6 112

表表22  赤赤外外線線セセンンササーーカカメメララのの稼稼働働日日数数（（日日））とと稼稼働働率率（（設設置置期期間間中中ににカカメメララがが作作動動ししてていいたた割割合合，，括括弧弧内内））  

年 爺ヶ岳 岩小屋沢岳 
J1 J2 J3 I1 I2 I3 I4 

2013 115 
(100.0 %) 

115 
(100.0 %) 

103 
(90.4 %)

114 
(100.0 %)

114 
(100.0 %)

114 
(100.0 %) 

114 
(100.0 %)

2014 74 
(66.1 %) 

112 
(100.0 %) 

112 
(100.0 %) 

114 
(100.0 %) 

100 
(87.7 %) 

114 
(100.0 %) 

87 
(76.3 %) 

2015 117 
(100.0 %) 

117 
(100.0 %) 

108 
(92.3 %)

111 
(100.0 %)

111 
(100.0 %)

111 
(100.0 %) 

108 
(97.3 %)

2016 126 
(100.0 %) 

50 
(39.7 %) 

126 
(100.0 %) 

113 
(100.0 %) 

113 
(100.0 %) 

113 
(100.0 %) 

79 
(69.9 %) 

2017 114 
(100.0 %) 

114 
(100.0 %) 

113 
(100.0 %)

66 
(71.7 %)

92 
(100.0 %)

92 
(100.0 %) 

67 
(72.8 %)

2018 120 
(100.0 %) 

101 
(83.5 %) 

121 
(100.0 %) 

119 
(100.0 %) 

102 
(85.7 %) 

119 
(100.0 %) 

85 
(71.4 %) 

2019 119 
(100.0 %) 

70 
(58.5 %) 

42 
(35.6 %)

118 
(100.0 %)

118 
(100.0 %)

95 
(80.5 %) 

116 
(98.3 %)

2020 88 
(86.3 %) 

72 
(70.6 %) 

58 
(56.9 %)

78 
(100.0 %)

65 
(90.3 %)

78 
(100.0 %) 

78 
(100.0 %)

2021 97 
(83.6%) 

116 
(100.0 %) 

75 
(64.7 %)

60 
(65.2 %)

48 
(52.2 %)

70 
(76.1 %) 

50 
(54.3 %)

2022 106 
(100.0 %) 

45 
(42.9 %) 

95 
(90.5 %)

92 
(100.0 %)

92 
(100.0 %)

79 
(85.9 %) 

92 
(100.0 %)

平均 ± SD 
107.6 ± 14.9 

(93.6 ± 
10.4%) 

91.2 ± 26.2 
(79.5 ± 
22.5%) 

95.3 ± 25.3
(83.0 ± 
20.5%)

98.5 ± 20.6
(93.7 ± 
12.1%)

95.5 ± 20.6
(91.6 ± 
13.6%)

98.5 ± 16.3 
(94.3 ± 8.6%) 

87.6 ± 19.0
(84.0 ± 
15.3%)

 
稼働率が低い原因として，誤作動によりカードのメモリを消費し作動停止，電池消耗により作動停止，ニホンザルやツキノワグマ 
によりカメラの破損，人為的な設定ミスあるいは，カメラの故障による作動停止がある． 

16



  

3 

 

          

原著論文 

 Original Articles 

境省自然環境局生物多様性センター 2008），2011 年（長野

県 2011）と2012年（長野県 2012）には，長野県がライチョ

ウを中心とした高山帯の生物多様性調査を爺ヶ岳及び岩小

屋沢岳周辺で実施した．2013年以降，長野県環境保全研究所

がそれらの調査の一つである赤外線センサーカメラによる

哺乳類相と鳥類相のモニタリングを継続するとともに，ライ

チョウの生息状況調査も行っている．今回，爺ヶ岳・岩小屋

沢岳のライチョウの生息状況を報告するとともに，赤外線セ

ンサーカメラによるライチョウの確認状況についても述べ，

この手法によるライチョウの生息状況把握の有効性や課題

についても検討する． 
 
２２  調調査査地地  

 調査地は北アルプス後立山連峰の南端である，新越山荘か

ら岩小屋沢岳，種池山荘，爺ヶ岳，赤岩尾根分岐までの主稜

線を中心とした標高2,400m以上の高山帯である（図1）． 

３３  調調査査方方法法  

(１) 直接観察によるなわばり分布の推定 

ライチョウは主に一夫一妻で，時々一夫ニ妻も見られる．

雄は抱卵期までなわばりを維持し，ヒナが孵化するとなわば

りを解消し，子育ては雌親のみが行う（中村 2007）．なわば

りが確立され最も安定する抱卵期にあたる 6 月から 7 月
の時期に，なわばり雄や雌などの発見やその行動観察，砂浴

び跡や見張り場，糞，羽毛などの生活痕跡を発見することに

より，なわばりを推定することが可能である（中村 2007）．
それ以降も，幼鳥が母親から独立する 10 月まで，年によっ

て違いはあるが，毎月数日程度，同様の調査を行い，生息状 
況や繁殖状況を確認した（表1）．なお，2021年からより詳

 

   
  

図図22．．22002211年年，，22002222年年のの爺爺ヶヶ岳岳周周辺辺ににおおけけるるラライイチチョョウウののななわわばばりり分分布布のの推推定定．．  
実線の楕円形は雄を確認したなわばり，実線で網掛けのあるものは個体や抱卵糞などの生活痕跡から雌を確認したなわばり， 

点線のものは個体を確認できなかったが，砂浴び跡や糞などの生活痕跡を確認したなわばりである． 
2021年から個体を捕獲し色足環と環境省の金属足環を装着している．♀と♂の後ろに色の組み合わせのあるものはそのなわ 

ばりの個体が捕獲・標識された個体を示す．色の組み合わせは，右上・右下／左上・左下であり，金は環境省の固有の番号が施 
された金属リングである．J1から J3はセンサーカメラの番号である． 

 

北アルプス後立山連峰爺ヶ岳・岩小屋沢岳におけるライチョウLagopus muta japonicaの生息状況 

爺ヶ岳
種池⼭荘

⾚岩分岐

地理院地図Vectorを加⼯して使⽤

2021年

南峰
J1

♂: 橙•橙/
♀: 緑•緑/⻩•⻩

中峰

北峰

J2

400m

J3

爺ヶ岳
種池⼭荘

⾚岩分岐

400m

2022年

地理院地図Vectorを加⼯して使⽤

北峰

中峰

南峰
J1♂: 橙•橙/

♀: 緑•緑/⻩•⻩

♂: ⽔•⾦/⽔•⽔

♂: ⾚•⾚/⻘• ⾦
♀: ⻩•⻩/⽔•⾦

♂: 緑•⾦/緑•緑

♂: 灰•灰/灰•⾦
♂: ⻩•⻩/⻘•⾦

♂: ⻘•⻘/⻘•⾦

♂: ⻩•⻩/⻩• ⾦
♀: ⾚•⾚/緑•⾦

J3

J2
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細な生息状況調査を行うため，個体を捕獲し，環境省の金属 
リング及び色足環を装着した．また，ライチョウの利用環境

を把握するため，2021年に2個体，2022年に3個体にLotek
社製の GPS 発信器を装着した．そのため，2021 年と 2022
年の調査日数が他の年よりも多い． 

(２) 赤外線センサーカメラによるライチョウの確認 

爺ヶ岳及び岩小屋沢岳周辺の高山帯で，2007 年，2011 年

と 2012 年に行った長野県の調査（環境省自然環境局生物多

様性センター 2008，長野県 2011, 2012）を継続し，2013年

以降も 6 月から 10 月にかけて同じ場所に赤外線センサーカ

メラを設置し，哺乳類相と鳥類相のモニタリング調査を行っ

た（図 1）．カメラは GISuppy 社製 SG560P-8M あるいは，

Browning 社製ストライクプロを使用し，カメラのリカバ

リータイム（カメラが撮影を終えてから次の撮影準備ができ

るまでの時間）を 1 秒あるいは 1 分とした．設置期間中１，

２回，メディアと電池の交換を行った．各カメラの稼働日数

は約3ヶ月であり，稼働率（カメラを設置期間で作動してい

た割合）はどれも75%以上であるが，カメラによっては稼働

率が低いものもあった（表2）．その原因としては，誤作動に

よりカードメモリを消費，電池消耗により作動停止，ニホン 
ザルやツキノワグマによりカメラの破損，人為的な設定ミス

あるいは，カメラの故障であった． 
 

  

４４  結結果果  

(１) 爺ヶ岳におけるなわばり分布（2021年，2022年） 

 2021年，2022年とも赤岩尾根を含む爺ヶ岳周辺では，11
のなわばりが確認された（図2）．2021年では，11のなわば

りのうち6のなわばりで雌あるいは抱卵糞（雌が放卵中にす

る糞）の発見によりつがいであることが確認された．2022年

では，11のなわばりのうち5のなわばりで雌あるいは抱卵糞

の発見によりつがいであることが確認された．なお，2022年

は，個体を発見できなかったが，糞や砂浴び跡などの生活痕

跡の発見から 2 つのなわばりがあると推測された．2021 年

の繁殖状況については，7月15, 16日と8月18, 19日の調査

で，雌1羽ヒナ6羽，雌1羽ヒナ4羽，雌1羽ヒナ1羽の3
群を確認した．2022 年の繁殖状況についても，7 月 13〜15
日，26, 27日，8月19, 20日の調査で，雌1羽ヒナ5羽と雌

1羽ヒナ3羽以上の2群を確認した．一方，岩小屋沢岳周辺

におけるライチョウの生息状況については，2021年と2022
年の両年とも個体の確認はできず，2022年に岩小屋沢岳の山

頂において砂浴び跡1個の確認にとどまった． 
(２) なわばり数の経年変化 

 2013年から2022年までの調査から，種池山荘から爺ヶ岳

北峰におけるライチョウのなわばり数は 2013 年から 2018
年まで5から8で推移し，あまり変化は見られなかった（図

3）．2019年以降，増加傾向にあり，2021年と2022年のな

 
 
図図33..  爺爺ヶヶ岳岳・・岩岩小小屋屋沢沢岳岳ににおおけけるるラライイチチョョウウののななわわばばりり数数のの経経年年変変化化（（たただだしし，，赤赤岩岩分分岐岐ののななわわ

ばばりりはは除除くく））．．  
2013年から2022年が今回の調査によるもの．それ以前は，大町山岳博物館（1964），北原ほか（1980），北原・宮野

（1992），北原ほか（1998），環境省自然環境局生物多様性センター（2008），長野県（2011），長野県（2012）による．
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北アルプス後立山連峰爺ヶ岳・岩小屋沢岳におけるライチョウ Lagopus muta japonica の生息状況 

わばり数は10であった．過去の調査結果を見ると，1961年

と1963年（大町山岳博物館 1964），1980年（北原ほか 1980），
1992 年（北原・宮野 1992）のなわばり数は 10 以上であっ

たが，1996年以降2012年までの調査でのなわばり数は７あ

るいは 8 であり，2013 年から 2018 年までと同様の傾向で

あった．なお，爺ヶ岳北峰と冷池山荘の間，赤岩尾根から合

流する場所（赤岩分岐）周辺にも高山植生があり，ライチョ

ウのなわばりが形成されるが，年によって調査されていない

ことがあるため経年変化の結果からは除いた． 
 一方，岩小屋沢岳周辺のなわばり数は，2013年から2022
年までの調査で0から3であり，2021年と2022年は個体の

確認はなく，減少傾向にある（図 3）．2005 年より以前では

なわばり期における調査がなく，1960年代や1990年代の状 

 

況は不明であるが，2006年，2007年，2011年，2012年の

なわばり数は 2 から 3 であり，2013 年以降とそれほど違い

はなかった． 
(３) 赤外線センサーカメラによるライチョウの確認 

長野県による調査を継続し，哺乳類相・鳥類相のモニタリ

ングをするため，2013年以降も，6月から10月まで爺ヶ岳

の高山帯に 3 台，岩小屋沢岳の高山帯に 4 台の赤外線セン

サーカメラを設置した（図1）．いずれのカメラもライチョウ 
がなわばりを形成し，雄がなわばりを解消した後も雄や母子 
の群れが生活する行動圏の中にある．そのため，ライチョウ

が撮影される回数等からカメラ設置場所周辺のライチョウ

の生息状況が把握できないか検討した． 
センサーカメラによるライチョウの撮影頻度（ライチョウ

  

  

図図44..  爺爺ヶヶ岳岳  ((aa))  とと岩岩小小屋屋沢沢岳岳  ((bb))  にに設設置置ししたたセセンンササーーカカメメララにによよるるラライイチチョョウウのの撮撮影影頻頻度度  

（（ラライイチチョョウウをを撮撮影影ししたた回回数数／／撮撮影影日日数数））．． 
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を撮影した回数／撮影日数）の2013年から2022年の10年

間平均についてみると，爺ヶ岳に設置したカメラ 3 台（J1, 
J2, J3）はどれも岩小屋沢岳に設置したカメラ 4 台（I1, I2, 
I3, I4）よりも高かった（J1: mean ± SD = 0.030 ± 0.33, 
J2: 0.036 ± 0.042, J3: 0.087 ± 0.064, I1: 0.012 ± 0.020, 
I2: 0.022 ± 0.033, I3: 0.016 ± 0.021, I4: 0.010 ± 0.016）．
特に，爺ヶ岳北峰に設置したカメラ J3 の撮影頻度が高かっ

た．2013年から2022年まで，爺ヶ岳でカメラを設置した場

所にはライチョウのなわばりが形成されたが，年によっては

全く撮影されなかった（例えば，2014 年と2019 年のJ1 と

J2, 図4a）．岩小屋沢岳では，2021年と2022年に踏査でラ

イチョウを確認することが出来なかったが，センサーカメラ

でもライチョウは一度も撮影されなかった（図 4b）．また，

センサーカメラ I1のある場所では，2016年以降なわばりが

確認されなかったが，センサーカメラの撮影結果も同様の傾

向を示し，2016年にわずかに撮影されたが，2017年以降は

全く撮影されなかった（図4b）． 
 

５５  考考察察  

(１) ライチョウのなわばり数モニタリング 

ライチョウの生息状況については，幾つかの山岳で長期的

なモニタリングが行われている．その一つである立山連峰の

立山地域では，主稜線の雄山，真砂岳，別山からミクリガ池

のある室堂平まで広大な高山植生があり，1,070ha の調査地

域で1991年に132なわばりが確認されるほどライチョウが

多く生息する．毎年調査している440haの調査地では，なわ

ばり数が多いときと少ないときで2倍ほどの違いがあり，緩

やかに増加・減少を繰り返していることが報告されている

（松田 2020）．また，雪解けがライチョウの繁殖ステージに

大きく影響していること，そのためライチョウのなわばり期

が年によって大きく異なることがあり，調査時期を適切に設

定することが重要であることも述べている．立山地域と同様

に，高山植生が面的に広がっている乗鞍岳もライチョウの主

要な生息地であり 2007 年以降毎年高山帯全域のなわばり数

が調査され，なわばり数は変動するものの，個体数の減少は

見られておらず，比較的良好な生息状況を保っていることが

報告されている（小林 2002）．また，ライチョウ分布南限地

域の南アルプス南部では，1997年からの調査で，なわばり数

はイザルガ岳で0〜2，仁田岳で0 か1，茶臼岳で2〜4 と少

ないが変化が見られていない（朝倉・堀田 2020）． 
このような山岳とは対照的に，ライチョウのなわばり数が

かなり減少した山岳もある．特に，南アルプス北部の白根三

山一帯では，1981 年の調査でなわばり数が 100 と推定され

たが，2004年の調査では41であり，大きく減少しているこ

とが報告された（羽田ほか 1985，中村 2007）．2005年以降

も北岳と間ノ岳を含む西農鳥岳以北の地域で調査が続けら

れ，2015 年にはなわばり数が 9 まで減少していること，そ

の原因としてキツネやテンなどの捕食による可能性が高い

ことが報告された（中村 2007, 信越自然環境事務所 2019）．
そのため，環境省は 2015 年度からケージ保護事業（孵化後

1 ヶ月程度，夜間や荒天時にケージ内母子群をケージ内で保

護するもの）や 2017 年度から捕食者対策事業（テンやキツ

ネの捕獲）を行い，その結果としてなわばり数の回復が見ら

れたことを報告している（福田ほか 2020）． 
爺ヶ岳については，2013年から2022年に確認されたライ

チョウのなわばり数は5〜10であり，過去の調査結果の範囲

におさまるものであり，2019 年以降は増加傾向であった．

2021年と2022年の10なわばりは，過去の多い年，1961年，

1963年，1992年と同程度であった．まだ継続して調査して

いる期間は短いものの生息状況は比較的安定していると考

えられる．一方，高山植生の面積が小さい岩小屋沢岳でなわ

ばり数が0〜3 であり，2021 年と2022 年になわばりは確認

されなかったため，今後注視していく必要がある． 
(２) 省力的なモニタリング手法の検討 

 山岳によってライチョウの生息状況が大きく異なるため，

できるだけ多くの山岳でモニタリングしていくことが重要

と考えられる．しかし，高山帯に行きライチョウを直接観察

する調査では，高山帯へのアクセスが大変なことや専門的な

知識が必要なため調査できる人は限られ，毎年限られた山岳

しか調査することができていないのが現状である． 
 近年，赤外線センサーカメラは画質やバッテリー消費の面

で良くなり，動物相の把握や個体数推定など野生動物の調査

で多く使われている．鳥類でも，無人島など日常的な訪問が

容易ではなく直接観察による鳥類群集に関する調査の適用

が限定される場所での調査に使用されている（例えば，Seki 
2010, 関 2012）．高山帯も日常的にアクセスすることが容易

ではない場所であり，爺ヶ岳・岩小屋沢岳においても，長野

県により2007年，2011年と2012年の哺乳類相や鳥類相の

把握で使用されてきた（環境省自然環境局生物多様性セン

ター 2008, 長野県 2011, 2012）．2013年以降，長野県環境

保全研究所でその調査を継続し，その成果として，2013年に

ニホンジカ（堀田・尾関 2014），2015 年にイノシシ（堀田 
2016）を同地域の高山帯で初確認した．ライチョウは地上を

歩いて移動しながら，高山植物の葉や実などを食して生活す

る鳥類であり，哺乳類と同様に赤外線センサーカメラで生息

状況の把握が可能な種と考えられる．今回の結果では，なわ

ばりの多い爺ヶ岳に設置したカメラでの撮影頻度がなわば

りの少ない岩小屋沢岳に設置したカメラよりも高く，一定の

成果は得られた．しかし，ライチョウのなわばりのあるとこ

ろに設置したにもかかわらず撮影がされなかった年もある
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ため，課題もある．また，経費の面で全ての山岳で行うこと

は現実的ではなく，設置する山岳について検討することが必

要である． 
 近年，専門家ではない「市民」が科学プロセスに積極的に

関わり，生物多様性の保全等に貢献する「市民科学」が急速

に進展している（小堀 2022）．鳥類では，全国鳥類繁殖分布

調査（鳥類繁殖分布調査会 2021）のように，野鳥に詳しい市

民や市民団体の協力が非常に力になったものもある．毎年

行っているバードリサーチの季節前線ウォッチ（植田・神山 
2014）や長野県環境保全研究所が夏鳥の初認・初鳴き調査（堀

田ほか 2011）も市民や市民団体の協力が必要不可欠である．

長野県では，ライチョウの保護の一環として、2011 年以降、

登山者等からライチョウ情報を収集する事業を行なってお

り，2011年と2012年にライチョウポスト事業で収集したラ

イチョウデータを解析することでライチョウの分布予測や

繁殖状況把握ができる可能性が示されている（堀田ほか 
2018）長野県は，2020 年からライチョウ保護スクラムプロ

ジェクトを展開し，アプリ「ライポス」によりライチョウ情

報を収集し，ライチョウの保護に役立てる事業を行っている

（長野県 2020）．長期的には，このような事業により登山者

の情報でライチョウの生息状況を把握し，対策の必要な山岳

等を抽出し，ライチョウの保護に役立てる仕組みを作る必要

がある． 
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安曇郡小谷村，富山県立山町に許可していただいた．これら

の方々に厚くお礼申し上げる．なお，本研究は，長野県環境

保全研究所のプロジェクト「絶滅のおそれのある高山遺存種

の保護回復に関する調査研究（令和4年度から令和6年度）」

の一環で行ったものである． 
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１ はじめに 

 
サワオグルマTephroseris pierotii (Miq.) Holubは,温帯

域～亜熱帯域に分布し,日本では本州～琉球の山間の湿地

に生育する（門田2017）.長野県北西部にある大町市,池田

町,松川村,白馬村および小谷村からなる大北地域では,サワ

オグルマの生育が確認できる行政区は,大町市,白馬村およ

び小谷村であるが,それらの主な生育地は湿原および放棄

水田と限定的である. 
これらの生育環境は近年,遷移,乾燥化および獣害により

著しく変化している傾向がみられ,サワオグルマも消失し

つつある. 
長野県においては,現在のところサワオグルマを絶滅危 

 
 
 
惧種に指定するほどの危機に瀕してはいないとしている

が,昨今の環境の変化を鑑みれば,保全に資する基礎資料を

得ておくことは重要と考えられる. 
サワオグルマの研究については, Mitsui et al.（2022）に

より開発されたキバナコウリンカ Tephroseris furusei 
(Kitam.) B.Nord.の EST-SSR マーカーが近縁種であるサ

ワオグルマに対しても汎用性があることが示され,集団遺

伝学的な解析結果を解釈する上で役立つ一方,生活史,開花

特性,受粉様式および繁殖特性等の基礎的情報については,
これまでにほとんど得られていないのが現状である. 
そこで,本研究では自生地から採集したサワオグルマの

 

サワオグルマの生活史および繁殖特性について 
―日本産草本植物の生活史研究プロジェクト報告第 15 報― 
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居谷里
い や り

湿原のサワオグルマの花期は 5 月下旬～6 月中旬で,1 個体あたりの頭花（頭状花序）は 8～34 個（16.9
±6.11 個）,1 頭花あたりの筒状花数は 77～121 個（95.3±12.4 個）で,1 日あたりの筒状花の開花数は 5～21 個

（13.5±5.82）であった. 
訪花昆虫は 35 種と多種に及び,トンボ目およびカメムシ目は一時的な訪花とみなされたが,ハエ目およびハチ目

は花資源を目的に多種類が花間を移動していた. 
散布期は 6 月下旬からはじまり,散布を終えた地上茎は枯死した.発芽は,散布してわずかな期間で生じることか

ら,散布時に非休眠の状態であることが考えられた.発芽は潅水条件でよく見られた一方,冠水条件では 1 個のみで

あった.成長の早い個体では 3 年目に開花が生じ,果実による繁殖が行われるとともに栄養繁殖は葉腋に生じた定

芽が幼植物へと成長した後に節から外れて独立することが明らかになった. 
 

 

キーワード：サワオグルマ, 開花様式, 花形態, 発芽, 生活史, 栄養繁殖  

市立大町山岳博物館研究紀要 8：23‐30（2023） 
Bull. Omachi Alpine Museum. (8)：23‐30（2023）           
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果実をもとに,発芽から開花に至るまでの地上部および地

下部の形態的特徴のほか,開花様式および訪花昆虫の行動

等について観察を行い,新たな知見を得たことから報告す

る. 
 
２ 調査地概要 
 
調査地は,長野県大町市にある居谷里湿原（標高 840 ～

850 m）および白馬村にある親海
およみ

湿原（標高約 750 m）と

した.前者は,木崎湖の東部に位置し,幅 約 130 m ,長さ約 
1.5 km の範囲に広がり,ミズゴケ類を伴う湿原群落が発達

している.東西を小高い山に挟まれ,水はそれらの山より涵

養される.一方,後者は青木湖の北部,大町市および白馬村の

境である佐野坂丘陵およびドウカク山の間に位置し,幅,長
さ共に約 180ⅿの範囲に広がり,水はドウカク山の伏流水

および扇状地起源の地下水より涵養されているものと推

測される. 
 発芽実験および生活史の観察については,長野県大町市

にある市立大町山岳博物館（標高約 770 m）にて実施した.
育苗の管理は,野外とし,如雨露により適宜,潅水を行った. 
 地上部および地下部の観察は博物館で栽培した個体の

ほか居谷里湿原および親海湿原でも行い,訪花昆虫の観察

は,居谷里湿原で,開花様式などの観察は,上水内郡小川村の

筆者宅（当時）で行った. 
 以下,本稿中では,自生地である居谷里湿原を「居谷里」,
親海湿原を「親海」,栽培地および実験場所である市立大町

山岳博物館を「博物館」,筆者宅を「小川」と表記する. 
 
３ 材料および方法 

 

(1) 花形態および開花様式 

2008 年 6 月 24 日に居谷里において,40 個体を対象に 1
個体あたりの頭花数について計測を行った. 

2009 年 5 月 26 日に居谷里において,6 個体各 3 個の頭

花を対象に舌状花および筒状花の花数について計測を行

った. 
2010 年 5 月 28 日～6 月 1 日に,小川において,1 個体 1

頭花（筒状花 81 花）を対象に 1 日当たりの個花の開花数

を計測した. 
2010 年 6 月 4 日に舌状花および筒状花の形態について

観察を行った. 
2011 年 5 月 18 日および 25 日に栽培した 1 個体を対象

に花序内の開花様式について観察を行った. 
観察の際の気温の測定（ 10 分間隔）は, デジタル温度

計（ T&DCorporation TR-71wf ）を用いた. 

(2) 果実の形態,痩果数および結実 

2008 年 6 月 24 日および 2009 年 6 月 24 日は居谷里に

おいて,2013 年 6 月 20 日は親海において痩果の観察を行

った. 
2010 年 6 月 13 日～22 日に隔離して栽培した 1 個体の

終花に至った頭花を対象に4日毎に果実に至るまでの状態

を観察した. 
2011年6月15日に隔離して栽培した1個体から採集し

た痩果の形態および結実の有無について観察を行った. 
2008年7月16日は親海において,2010年7月6日は博

物館において散布後の地上部について観察を行った. 
 

(3) 発芽様式 

2008年6月24日に居谷里において,痩果を採集し,28日

に市販の培養土に桐生砂および鹿沼土を少量混ぜた用土

としたポリポット（9cm）に各 10 個を播種し,通常の潅水

をする条件（潅水条件）およびバットに水を張りポリポッ

ト内を冠水させた条件（冠水条件）に各5ポットを設置し,
観察を行った. 
管理は野外の自然条件下で行った. 

 
（4）発芽から開花に至るまでの形態 

2008年11月12日,26日,2009年3月24日,4月28日,5
月 12 日,7 月 17 日,9 月 17 日,10 月 29 日,2010 年 3 月 11
日,16 日,4 月 13 日,5 月 9 日,30 日および 6 月 22 日に栽培

の実生個体を用いて,開花に至るまでの地上部および地下

部の形態について博物館で観察を行った. 
また,2009 年 3 月 15 日,4 月 28 日,2010 年 3 月 10 日,4

月 7 日および 2011 年 4 月 6 日に居谷里において地上部に

ついて観察を行い,2022 年 11 月 1 日には居谷里および親

海でも観察を行った. 
 
（5）訪花昆虫 

2008 年 6 月 6 日（天候：晴れ,時間：11：50～12：30）
および2009年5 月26日（天候：晴れ,時間：9：30～11：
00）に訪花昆虫の撮影および行動の記録を行った. 

2011年 5月 25日（天候：晴れ,時間：13：10～15：00）
に,居谷里において約 250 個体が視認できる範囲を 2 名で,
約 70 個体が視認できる範囲を 3 名で訪花昆虫の撮影およ

び行動の記録を行い,26日（天候：曇り,時間：9：10～11：
10）にも約250個体が視認できる同地で訪花昆虫の撮影お

よび行動の記録を2名で行った. 
2013年 6月 12日（天候：晴れ）に居谷里において断続

的に訪花昆虫の撮影を行った.
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４ 結 果 

 
(1) 花形態および開花様式 

花序は,頭状散房花序.1個体あたりの頭花（頭状花序）数

は,8～34 個,16.9±6.11 個（平均±標準偏差）.開花は主軸に

頂生する頭花から下に向かって順次,咲き進む.開花初期は,
頂生する頭花は,それ以外の頭花の高さにほぼ一致するか

それよりも低い位置にあるが,頂生する頭花の花柄がほと

んど伸長しないのに対し,それ以外の頭花の花柄は長く伸

長することから,経過とともに頂生する頭花よりも高く位

置するようになる（図1aおよびb）. 
頭花の総苞は,わずかにくも毛を有するが後に脱落する.

総苞片は狭卵形で先は鋭尖形.無毛.舌状花および筒状花か

らなり,舌状花は頭花の最も外側に配列される.1 頭花あた

りの個花は,舌状花が14～23個,18.9±2.6個,筒状花が77～
121 個,95.3±12.4 個であった. 
開花は舌状花から生じ,次いで外側に配列されている筒

状花が中心に向かって順次,咲き進む.個花の開花は日中に

生じ,気温が低くなる朝夕には見られない.1 日あたりの筒

状花の開花数は,5～21 個,13.5±5.82 で,全ての筒状花が開

花に至るまでに6 日を要した. 
舌状花および筒状花には白色の冠毛が認められ（図2aお

よび b）,舌状花は短い花冠筒と長さ約 10mm の弁状の部

分からなり,弁状の部分は狭卵形で全縁,先端は鋭尖形～咬

歯状.花冠筒内には雌しべのみかあるいは退化した雄しべ

が1～3本認められる.花柱の先は,弁状の部分が水平に開い

た後に2裂し,柱頭面が現われる. 
一方,筒状花は両性で,花冠筒をなし花冠裂片は鋭形.雄し

べは集葯雄しべで基本的に 5 本が合着して 1 輪をなすが,
希に 4 本という場合もある.花粉は黄色.葯が裂開すると花

柱の先端あるいはその周辺の側面に花粉が付着し,花柱の

伸長とともに花粉が花冠の外に現われる仕組みになって

いる. 
2010 年 5 月 28 日（14:00）から当日,開花した筒状花3

個花を対象に観察したところ,花柱先端部から側面にある

花粉は 30 日（5:30）まで認められ,2 個花が同日（16:30）
に花粉を喪失し,花柱の先がわずかに2裂しはじめていて,1
個花はそれらよりも多く花粉が残存し,花柱の先は閉じた

状態であった.31 日からはいずれの個花も花柱の先が 2 裂

して反り返り,柱頭面が現われ,雌性期に至った. 

図 1 頭花の変化 

開花初期の頭花は頂生する頭花の高さにほぼ一致す

るかそれよりも低い位置にあるが ( a ), 経過ととも

に頂生する頭花以外の頭花のほうが高く位置するよう

になる ( b ). 

図 2 舌状花および筒状花 

舌状花 ( a ) および筒状花 ( b ). 子房と接する

基部には白色の冠毛がみられる. 

図 3 舌状花の状態 

中心部を除きほとんどの筒状花が終花に至っている

が,舌状花の花弁は新鮮さが保たれている. 
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一方,舌状花の弁状の部分は,ほとんどの筒状花が終花に

至っても新鮮な状態が保たれていた（図3）.  
 
(2) 果実形態,痩果数および結実 
 舌状花および筒状花が終花に至ると,花冠が脱落し,総苞

片は反曲して濃茶褐色を帯び萎凋する.果実は下位痩果で,
成熟した痩果は狭矩形で,基部の付け根になるに従い狭く

なる.長さ約 3mm.薄褐色.痩果は無毛で表面に線状の稜が

認められる（図4）.冠毛は純白色で散布直前には長さが痩

果の約2.5倍になり,冠毛の伸長は結実の有無に関係なく生

じ,放射状に開出し,冠毛には上向きのごく短い毛状突起が

認められる.散布様式は風散布で 居谷里では6 月下旬から

生じた. 
 2010年および2011年に隔離して栽培した個体由来の痩

果は,舌状花および筒状花に結実は認められず,地上茎は散

布後の6月下旬～7月中旬にかけて枯死した（図5）. 
 

(3) 発芽様式 
発芽は7月14日から認められ,ほぼ斉一に生じた.最終発

芽数は潅水条件で 1～10 個,6.0±3.03 個,冠水条件で 0～1
個,0.2±0.4個であった. 

 
(4) 発芽から開花に至るまでの形態 
子葉は緑色で無毛.葉形は卵形で全縁（図6-a）.地表性子

葉で,発芽から 1 ヶ月ほどで枯葉となる.本葉は濃緑色.根生

葉で,葉質はやや厚く,表裏および葉柄にかけて短毛が疎ら

に生える.第 1 葉から初期に展葉する葉は広卵形で全縁,先
は鈍形～円形で,それ以降に生ずる葉は卵形～楕円形,縁は

鋸歯状となり,先は鋭形.葉身はそのまま葉柄に続き,葉柄の

向軸側には溝がある.葉は網状派系.展葉が進むにつれ葉は

さらに厚みを帯びる. 
11 月中旬の博物館の観察では,当年生実生の葉は徐々に

枯れはじめていた（図6-b）.一方,未熟で展葉まで至らなか

った葉はその後も維持されたが,翌春までに凍霜害により

枯れた（図6-c）. 
博物館での観察では,新たな葉の展葉は 3 月上旬からは

じまり,葉は狭卵形で,発芽 1 年目に引き続き白色の毛が疎

らに生えていたのに対し,発芽後,3 年を経過した個体が展

葉する葉には,くも毛が密に覆うようになったが,経過とと

もに脱落した（図6-d）. 
根茎は短縮茎が根茎に移行する二次根茎で（図 6-e）,早

い個体では発芽後,3 年を経過すると地上茎を伸ばし,花序

を形成するようになる.地上茎は中空で,茎生葉（茎葉）は卵

状披針形で基部は茎を抱き,くも毛を密生するが,後にほぼ

脱落する. 
11 月の観察では,短縮茎に混芽の形成が認められ（図 6-

f）,外側に生じる根生葉の葉腋には複数個の定芽が形成さ

れていた（図6-g）.観察した個体は,今年,地上茎を伸長させ

た親ラメットに2個の幼植物が繋がったまま成長していた.
この娘ラメットは親ラメットとの結合が失われ独立する

（図6-h および i）. 
根は乳白色で古い根は薄茶褐色を帯びる.根は伸長しな

がら,側根を出し伸長する.根には短い根毛が生えるが,宿存

はしない.11 月の観察では,根茎から新たな根の発根が認め

られた. 
  
(5) 訪花昆虫 

2011 年 5 月 25 日（13：20～15：00）に計測した観察

時の温度は,最高気温が30.9℃,最低気温が24.3℃,平均気温

は 26.7℃で,14：00 以降に気温が徐々に低下した.一方,5月

図 4 散布期の痩果 

冠毛が伸長し,散布が生じている ( 2009年6月24

日撮影 ). 

図 5 散布期が過ぎた地上茎 

6月中旬～下旬の散布期が過ぎると,地上茎は間も

なく枯死した ( 2008年7月16日撮影 ). 
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図 6 地上部および地下部の形態 

子葉は卵形で全縁 ( a ). 本葉は,第1葉から初期に展葉する葉は広卵形で全縁だが,それ以降に生ずる本葉

は卵形～楕円形で縁は鋸歯状となる ( b ).前年までの葉が枯死して新たな葉が成長しつつある ( c ). くも毛

に覆われた根生葉および地上茎 ( d ). 短縮茎および根茎の断面 ( e ). 短縮茎に形成された混芽（赤色の三

角印は花芽で,黄色の三角印は葉芽）.混芽は前年につくられる（ｆ）. 新たに生じた定芽.根生葉を外して撮影 

( g ).親ラメットに形成された2個の娘ラメット ( h ).関節から外れた娘ラメット ( i ). 
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26 日（9：20～11：10）に計測した温度は,最高気温が25.4℃,
最低気温が18.4℃,平均気温は20.6℃で,10：20以降に気温

が徐々に上昇した. 
表 1 に各調査で確認した訪花昆虫および行動を示した.

花には,多種類の昆虫が訪れ,バッタ目,ハエ目,チョウ目お

よびハチ目が吸蜜および集粉を目的に訪花し,これらは行

動をしている間に,胴部および脚部等に花粉が付着した.こ
のうち,ハエ目およびハチ目は花序間の移動が比較的短時

間であったが,バッタ目の訪花は頻繁ではなく,1 頭花での

滞在が長時間続いた.また,チョウ目についても 1 頭花での

滞在時間がハエ目およびハチ目に比べ,長かった. 
 
５ 考 察 

 
花序全体は,複数の頭状花序からなる頭状散房花序で,開

花は頂生する頭花から生じ下に向かって咲き進むことか

ら有限花序（遠心性花序）である一方,頭状花序は舌状花か

ら開花が生じ,次いで外側に配列されている筒状花が中心

に向かって順次咲くことから,無限花序（求心性花序）と捉

えることができる. 
筒状花は外側から中心に向かって咲き進み,開花は日中

に生じ,1 頭花の 1 日あたりの開花は平均 13.5 個で,全ての

筒状花が開花に至るには6日を要した. 
舌状花は頭花の最も外側に配列されることで,周辺花と

なり,筒状花のほとんどが終花に至っても舌状花の花冠が

長期にわたり維持されるのはディスプレイ効果を得るた

めとも考えられ,頭花の全ての筒状花が開花に至るまでに

は数日を要したことは,花序内での花の咲く時期を少しず

つずらすことで,一度に持ち出される花粉量を制限し,他家

受粉を促進するためなのかもしれない（菊沢1995）. 
筒状花は雄性先熟で各個花の開花が少しずつずれるこ

とで,性成熟の時期も異なるが,頭花内はもとより花序内で

も連続訪花は避けられず,隣家受粉が生じているものと考

えられる.しかし,隔離して栽培した個体では,結実が見られ

ず,自家不和合性である可能性が考えられた.この結果は,同
一個体を 2 年観察したに過ぎないが,多くのキク科植物は

同型花自家不和合性を示すことから,サワオグルマにおい

ても胞子体型自家不和合性であることが考えられる（渡

辺・日向1994）. 
サワオグルマの開花期の気温は,おおよそ 10:00～14:00

の間に比較的高い気温となった.同じ頭状散房花序を持つ

カワラノギクAster kantoensis Kitam.においては,送粉昆

虫の日周性は10:30以前と14:30以降の訪花頻度が低下す

るとされ（倉本ほか1998）,花期が異なるものの,サワオグ

ルマの訪花昆虫の日周性もほぼ同じと考えられ,この間に

開花が促進されるとともに昆虫の活動が活性化し,開花は

昆虫の活動にあわせて生じていると考えられた. 
サワオグルマの訪花昆虫は多様で（加藤 1998）,本研究

においてもバッタ目,ハエ目,ハチ目およびチョウ目が花資

源利用を目的に訪花したと考えられ,行動の間に胴部,脚部

および口器等に花粉が付着した.このうち,バッタ目および

チョウ目は1頭花での滞在が長かった. 
一方,訪花した昆虫のなかには,行動から花資源を利用せ

ず訪花が一時的であると判断されるものもあったが,キク

科植物のなかには,花資源を利用しない昆虫であっても送

粉を担う可能性が示唆されていて（坂本・2017）,多種類の

昆虫の訪花はサワオグルマの送粉成功に寄与するのかも

しれない. 
散布は開花から25 日ほどで生じ,自生地では6月下旬か

らで,各個花は結実の有無に関わらず,風により散布された. 
散布を終えた地上茎は6月下旬～7月中旬に枯死したが,

短縮茎の葉腋には,定芽が形成されていて,結合を保ったま

ま幼植物へと成長し,やがて親ラメットから独立すること

から,栄養繁殖が行われていることが明らかになった. 
6 月下旬に博物館で播種した痩果の発芽は 7 月上旬～中

旬にかけて生じたことから,散布時には休眠状態になく,非
休眠の特性を持つことが考えられ,未発芽の痩果は,翌夏に

なって発芽が認められるものもあった.一方,前年の完熟種

子を紙製の封筒に入れ,室内で保管した後,翌春に播種した

痩果からの発芽は全く見られなかった.これは,保管による

乾燥で発芽能が時間の経過とともに失われたかあるいは

二次休眠に誘導されたことも考えられ,今後の観察で明ら

かにしたい. 
冠水条件および潅水条件では,前者の場合,発芽は 1 個の

みで,後者の場合で発芽が促進された.一方,ポットで栽培し

ていた成熟個体を日当たりの良い露地に移植し通常の散

水で管理を行ったところ,蒸散の激しいと考えられる季節

においては,気温が高くなる正午あたりから葉が萎れた状

態となることが繰り返され,翌年あるいは翌々年に消失し

た. 
これらの結果は,サワオグルマの生育には,湿潤地および

乾燥地の間に適した環境があることを示唆するもので,水
田放棄地でサワオグルマの新たな侵入・定着がみられるよ

うになるのはそのためと考えられ,サワオグルマは湿生植

物と乾生植物の中間的な性質を持つ中生植物であると捉

えられる（清水2001）. 
ところで,調査地とした居谷里および親海では, 定期的

に刈取が行われているが,このところ,遷移の進行が著しく,
筆者らが観察をはじめた頃とは様相を異にしている. 
また,居谷里においてはニホンジカおよびイノシシ等に
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よる獣害が発生していて,特にニホンジカによる湿生植物

への採食圧が高まっているように感じる.調査をはじめた

翌々年（2010年4月）には,カサスゲCarex dispalata Boott,
ヨシPhragmites australis (Cav.) Trin. ex Steud., リュウ

キンカCaltha palustris L. var. nipponica H.Haraおよび

ミツガシワMenyanthes trifoliata L.に食痕が認められ,ミ
ツガシワにおいては,現在,ほぼ消失した状態にある（食害

のみによるかは不明）.ニホンジカはミズバショウ

Lysichiton camtschatcense (L.) Schottおよびカキツバタ

Iris laevigata Fisch.も採食することから（辻野ほか2007；
福嶋ほか 2019）,居谷里においても影響を受ける可能性が

ある. 
居谷里はミズバショウおよびリュウキンカの名勝であ

るが,市民から減少しているとの観測が寄せられ,大町市文

化財センター（大町市教育委員会生涯学習課）は令和5年

度から,試験的に電気柵で湿原の一部を囲い獣害の影響を

調べる予定で,ニホンジカの湿原を採食場所とした利用は,
植物のみならず湿地に依存する動物に対しても影響が大

きいことから（辻野ほか2007；中島ほか2019）,効果が期

待される. 
一方,地下水位の低下は,水生・湿生植物種数に有意な負

の効果をもたらすとされ（池上ほか2011）, 地下水位,水質,
流向流速および植生にどのような影響を及ぼすのか現状

を把握することも急務と考えられる. 
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1 はじめに 

アライグマは,頭胴長 40～60cm程度,体重 4～10kg程度

のタヌキ（Nyctereutes procyonoides）と似た体型をした,北

米原産の哺乳類である.1962 年に国内最初の野生化が報

告されて以降,環境適応力,繁殖力の高さや天敵がいない

ことなどから,個体数が急増し,国内全域へと分布を拡大

している（池田ら 2006, 金城ら 2007）.また,生態系の攪

乱や農作物,人身被害の報告,伝染病への懸念がされてお

り（池田ら 1999, 金田ら 2011, 宮下ら 2013, 栗山ら 

2018）, 2005 年からは特定外来種に指定されている.長野

県内では 1985～2000 年頃にかけて単発的な目撃の報告

がされてきたが,2019 年時点では 40 市町村で生息および

定着が確認されている状況にあり（長野県 2020）,大町市

が位置する大北地域では白馬村,池田町において1例ずつ

の捕獲報告がある.また,本市と隣接する小川村や長野市,

松本市においては野生個体が定着しているとされており,

まだ生息や捕獲情報がない大町市にも侵入している可能

性は十分に考えられる.  

本種は寺社仏閣などの普段は人が生活していない建物

や廃屋などをねぐらとして利用することもあることから,

爪痕や糞尿による文化財などの破損や汚損が各地で問題

となっている（川道ら 2010, 米島ら 2018）.本市も国宝

や重要文化財,県宝などに指定される建造物を有するこ

とから,市内への侵入状況を初期段階で把握して,生息域・

被害分布の拡大予防に向けた早期の対策を整えることが

重要であると言える. 

アライグマの分布状況の把握手法として,糞や食痕な

どの痕跡調査,自動撮影式の赤外線センサーカメラによ

る調査,寺社仏閣における柱の爪痕調査がある.本研究で

は市内全体における侵入状況の有無の確認を目的とする

ため,短期間で広域的かつ低コストで実施が可能な,寺社

仏閣に残された柱の爪痕調査を用いることとした. 

 

２ 調査方法 

 2022 年 9 月 28 日～10 月 27 日にかけて,市内に点在す

る99箇所の寺社仏閣を調査対象とし, 柱の爪痕の有無の

確認と,見つかった場合は種の判定を行った.なお,ねぐら

としての利用価値が小さいと考えられる高さ約 1.5m 以

下の身を隠す空間のない祠や住居を兼ねた建造物,爪痕

が残らないコンクリートやトタン造りの建造物は調査の

対象外とした. 

建造物に爪痕を残す可能性のある市内に生息する種は,

過去の文献（大町史誌 1984,八坂村誌 1993,美麻村誌 2000,

藤田 2021）から,ハクビシン（Paguma larvata）,ネコ（Felis 

catus）,ホンドタヌキ（Nyctereutes procyonoides）,ニホ

ンアナグマ（Meles anakuma）,ニホンイタチ（Mustela 

大町市内の寺社仏閣におけるアライグマの侵入状況 

藤田 達也 
市立大町山岳博物館，〒398—0002 長野県大町市大町 8056—1 

 
Investigation of raccoon intrusion at shrines and temples in Omachi City 

 
FUJITA Tatsuya  
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特定外来種に指定されるアライグマ（Procyon lator）は,長野県の各所で生息および定着が確認されている.

大町市においては,これまで目撃や捕獲情報は挙げられていないが,近隣市町村での生息が報告されているこ

とから,移入している可能性が十分に考えられる.そこで,本種がねぐらとして利用することが各地で報告され

ている寺社仏閣の柱に残された爪痕を調べた.調査の結果,アライグマの爪痕が 99 地点中 5 地点で確認され

た.市の南部を中心として確認されたことから, 南方の隣接市町村で定着しているとされる個体が,高瀬川水

系沿いに北進してきている可能性が示唆される.今後の対策指針を明確にするためにも,センサーカメラによ

る撮影等の手法を併用してモニタリングし,動向を注視していく必要がある. 
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itatsi）,ホンドテン（Martes melampus）,ツキノワグマ

（Ursus thibetanus）, ニホンリス（Sciurus lis）,ムササ

ビ（Petaurista leucogenys）,モモンガ（Pteromys momonga）

にアライグマを加えた11種とした. この中でハクビシン, 

ネコ,ニホンリス,ムササビ,モモンガはアライグマと同様

に柱を垂直に登り,爪痕を残す可能性があるとされ,これ

らの判定には,従来「爪幅」と「爪の本数」が基準とされ

てきたが（川道ら 2013, 宮下ら 2013, 江成ら 2019）,体

サイズの近いハクビシンとネコは判定が難しい場合が多

い.そこで,多種と比べて指の可動域が大きいアライグマ

の手の構造を利用した新潟県（2022）の手法を基に種判

定を行うこととした.この手法は「爪幅の変化」の有無を

種の判定基準に加えており,Table.1 の通り 5 段階で種判

定を行う.判定レベル 4はアライグマ,3はアライグマに加

えてハクビシンの可能性を含む,2 はアライグマとハクビ

シンに加えてネコの可能性を含む,1 はムササビ・モモン

ガ・ニホンリス,0 は痕跡無しとし,爪痕が多過ぎる等して

不明瞭な場合は判定不可とした. 

 

Table.1 爪痕の判別基準 

 

３ 結果 

 99 地点のうち,87 地点（87.8%）で爪痕が確認された.ア

ライグマに加えてハクビシンやネコの可能性を含む判定

レベル 2～3が 69地点(69.7％),アライグマの痕跡とみな

される判定レベル 4 が 5 地点（5.1%）であった（Fig.1）.

判定レベル 4 に該当する爪痕の詳細ついては Table.2 に

示す.判定レベル 2～3 は市内全域で確認され,判定レベル

4 は高瀬川水系が流れる市南部に多い結果であった. な
お,調査期間中にアライグマ自体の姿や,爪痕以外の痕跡

である糞尿の痕や食痕は確認されなかった. 

 

４ 考察 

本種は湿潤で水資源が豊富な森林環境に沿って分布を

拡大する水系依存の傾向が強いと言われている（環境省

北海道地方環境事務所ら 2008）. 本調査では市中央を流

れる高瀬川水系を中心として地点において爪痕が確認さ

 
Fig.1 爪痕の痕跡無し（×）,判定不能および判定レベル

0～1（○）,2～3（●）,4（★） 

 

れたことから,市南方で隣接する市町村において生息し

ている個体が,水系沿いに北進してきていた可能性が示

唆される.  

本市の寺社仏閣は住職,宮司等の管理者が居住してい

ない場合がほとんどである.また,山間部では廃村や廃屋

が多数存在していることから,ねぐらとして活用可能な

場所が広く分布していると言える.本種がねぐらとして

利用する寺社仏閣と周辺環境（市街地,住宅街,農村漁村集

落,山間部）には優位な関係は認められていない（米島ら

2018)）ことから,今後水系沿いに侵入が進み,個体数が増

加することにより,市内全域へと分布拡大していく可能

性が懸念される. 

アライグマによる農作物への被害防除の対策は他地域

では講じられているものの, 文化財などに対する汚れや

破損に対する対策は明確化されていない.本市では確認

地点が少なく侵入の初期段階である可能性が高いため,

本種への認知は薄いと考えられる.そのため,調査期間中

に Fig.2 に示すような柱の保護措置を取っている建造物

 
Fig.2 柱の保護措置 

爪幅 爪幅の変化 爪の本数 判定レベル

 

2.5mm 以上 

あり 4～5 本 4 

なし 
5 本 3 

4 本 2 

2.5mm 未満 - - 1 

痕跡なし - - 0 

判別不可 - - - 
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は 1 カ所のみであった. しかし,ハクビシンやネコなどの

他種を含めた爪痕が 87.8%の地点で確認されたことから,

これらの寺社仏閣の保存のために早急に対策を取る必要

がある. 

本調査法は過去につけられた爪痕を調べるため,いつ

頃つけられた痕跡であるかの判別はできず,調査時点で

生息個体が存在しているかは断定できない.今後,カメラ

トラップ調査を並行して実施することでモニタリングを

行うとともに,農作物への被害アンケートを行うことで

リアルタイムでの侵入状況の把握が必要である. 

 
謝謝辞辞 

調査にあたり,ご協力いただきました寺社仏閣の管理者

の方々にお礼申し上げます.                                                                                                
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１１  ははじじめめにに  
カネヒラ Acheilognathus rhombeus (Temminck & Schlegel, 

1846)は，濃尾平野以西の本州，九州北部，四国北東部，

朝鮮半島西部に在来分布するタナゴ属魚類であり，1)宮

城県，茨城県，新潟県，愛知県等では国内外来種として

定着している．2-6) 

2019 年，著者は仁科三湖の一つである木崎湖（長野県

大町市）においてワカサギ釣りを行った際に，カネヒラ

と思われるタナゴ類を釣獲した（図 1）．インターネット

上のワカサギ釣果を見ると，本種と思われる魚類を混獲

するケースが散見される．これまで木崎湖ではヤリタナ

ゴ Tanakia lanceolata とタビラ類 Acheilognathus 
tabira といった在来タナゴ類の記録があるが，7-10)カネ

ヒラについては記録がなく国内外来種だと考えられる．

国内外来種の侵入は，在来種へ生態的な影響を与えるこ

とがある．11)国内外来種問題の解決に向けて，調査研究

や普及啓発が求められている．2)本報では，2022 年現在

のカネヒラの全長組成，繁殖時期といった情報を得ると

共に，本種の生息を周知することを目的とする． 
  

２２  材材料料とと方方法法  

調査地点は稲尾沢川合流部の南部（地点 A）もしくは 

 
図図１１  22001199 年年 99 月月 2299 日日にに釣釣獲獲さされれたたタタナナゴゴ類類  

  

木崎湖流出河川である農具川入口（地点 B）とした（図

2）． 

調査は，2022 年 8 月 13，14，15，27 日，9 月 18，23

日，10 月 15 日に，餌釣りを計 7 回行った．餌は紅サシ

もしくは赤虫を用いた．釣獲されたタナゴ類は，測定時

まで冷凍保存した． 

釣獲されたタナゴ類の種を同定するため，背鰭条数，

縦列鱗数を計数した．カネヒラと同定された個体の全長

を，デジタルノギス（0.01mm）で測定した．測定値から

17)調査月ごとの全長組成を作成した．8 月 13 日，27 日， 

木木崎崎湖湖でで確確認認さされれたた国国内内外外来来種種カカネネヒヒララ  

AAcchheeiillooggnnaatthhuuss  rrhhoommbbeeuuss  
 

下山 諒1), 2) 

 
1) 大町山岳博物館友の会，〒398—0002長野県大町市大町8056—1 

 2）長野県水産試験場，〒399—7102 長野県安曇野市明科中川手 2871 
 

First Report on Non-indigenous Species, Kanehira  
Bitterling Acheilognathus rhombeus, in  

Lake Kizaki  
SHIMOYAMA Ryo 

 
1) Omachi Alpine Museum friends, 8056-1, Omachi, Omachi City, Nagano Pref., 398-0002, JAPAN 

2) Nagano Prefectural Fisheries Experimental Station, 2871, Akashina, Azumino City, Nagano Pref.,399-7102, JAPAN 

 
仁科三湖の一つである木崎湖において，これまでに記録がないカネヒラ Acheilognathus rhombeus が生

息しているという情報を得た．木崎湖におけるカネヒラは，国内外来種と考えられる．そこで，タナゴ類を

釣獲し，形態形質から同定を試みた．結果，計 210 個体のタナゴ類が釣獲され，その全てがカネヒラと同定

された．木崎湖におけるカネヒラの生息は，本報が初報告である．全長組成から当歳魚と一歳魚以上が生息

していると考えられた．生殖腺指数（GSI）の推移から，当歳魚の繁殖開始時期は 9 月と推察された． 
 

キキーーワワーードド：カネヒラ，国内外来種，木崎湖 

市立大町山岳博物館研究紀要 8：35‐38（2023）
Bull. Omachi Alpine Museum （8）：35‐38（2023）
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下山 諒 

 
図図２２  木木崎崎湖湖のの調調査査地地点点  

 
9 月 18 日，23 日，10 月 15 日に釣獲されたカネヒラの

うち，成熟個体かつ当歳魚と考えられる個体（60mm<TL 

<100mm）の体重を電子天秤（0.01g）で測定した．その

後，それらの生殖腺を取り出し，重量を電子天秤（0.001g）

で測定した．測定値から生殖腺指数（GSI）＝生殖腺重量 

/ 体重×100 を算出した． 

 

 
 

  図図３３  カカネネヒヒララのの外外観観写写真真（（上上：：22002222 年年 99 月月 2233 日日にに

釣釣獲獲さされれたたオオスス個個体体ＴＴＬＬ＝＝8855..3399 ㎜㎜  下下：：22002222 年年 1100 月月

1155 日日にに釣釣獲獲さされれたたメメスス個個体体ＴＴＬＬ＝＝8811..3311 ㎜㎜））  

  

３３  結結  果果  

釣獲されたタナゴ類の個体数は，8 月 13日で 35 個体，

8 月 14 日で 17 個体，8 月 15 日で 23 個体，8 月 27 日で 

65 個体，9 月 18 日で 21 個体，9 月 23 日で 28 個体，10

月 15 日で 21 個体，計 210 個体であった． 

種種のの同同定定 全釣獲個体の形態形質は，背鰭条数は iii＋

12～13，縦列鱗数 36～39 の範囲であり，側線が尾部基底

まで完全につながっていた．北村・内山 12)の示す日本産

タナゴ類検索に則り，背鰭分岐軟条数が 12～13，縦列鱗

数が 40 枚以下，側線が尾部基底まで完全につながってい

るという特徴から，全てカネヒラと同定された．釣獲個

体の外観写真を図 3 に示した． 

9 月 18 日に釣獲された雄個体は，背鰭，臀鰭が桃色を

呈していた．9 月 23 日に釣獲された雌個体は産卵管が伸

長していた．これらは，秋季に繁殖するカネヒラの特徴

と合致していた．12) 

全全長長組組成成 8 月，9 月，10 月に釣獲されたカネヒラの

全長組成を図 4 に示した．8 月，9 月，10 月それぞれ全

長 60～80mm の間に峰が形成された．また，8 月につい

ては全長 110mm 以上の個体も確認された． 

 

 

 

図図４４  カカネネヒヒララのの全全長長組組成成
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木崎湖で確認された国内外来種カネヒラ 

生生殖殖腺腺指指数数（（GGSSII）） 8 月 13 日，27 日，9 月 18 日，23

日，10 月 15 日に釣獲された個体の生殖腺指数（%） 

±標準偏差を図 5 に示した．8 月 13 日は雄個体で 0.15± 

0.08（n=4），雌個体で 0.43±0.13（n=10），8 月 27 日は 

雄個体で 0.30±0.13（n=8），雌個体で 1.34±0.43（n=9），9

月 18 日は雄個体で 1.40±0.33（n=4），雌個体で 5.12±1.50

（n=14），9 月 23 日は雄個体で 1.40±0.33（n=4），雌個体

で 4.49±1.31（n=10），10 月 15 日は雄個体で 2.08（n=1），

雌個体で 5.66±1.25（n=18）であった． 

 

図図５５  生生殖殖腺腺（（ＧＧＳＳＩＩ））のの推推移移（（エエララーーババーーはは標標準準偏偏

差差をを示示すす））  

 

４４ 考考  察察 
木崎湖におけるカネヒラの生息は，本報が初報告であ

る．カネヒラは，二枚貝類から泳出後の 9～11 月になる

と全長 60～80mm に達すると知られている．13)全長組成

において全長 60～80mm の峰が形成されていたことから，

これらは当歳魚と考えられる．また，8 月に釣獲された

全長 110mm 以上の個体は，一歳魚以上と考えられる． 

先行研究で示されているカネヒラの生殖腺指数は，雌

雄共に 8 月中旬では低く，9 月上旬に急激に上昇し、10

月上旬に最高であった．14)本調査結果も同様に 8 月中下

旬は低く，9～10 月にかけて増加していた．木崎湖にお

けるカネヒラの当歳魚も秋季に成熟し，繁殖開始時期は

9 月だと推察される． 

木崎湖には天然記念物であるカワシンジュガイ科のカ

ワシンジュガイ Margaritifera laevis の他，イシガイ科の

カラスガイ Cristaria plicata，タガイ Anodonta japonica，

イシガイ Unio douglasiae といった二枚貝類が生息してい

る．15,16)カネヒラはイシガイ等を産卵に利用することが

知られており，12)湖内で自然再生産することは可能であ

る． 

前述のとおり，木崎湖では 2 種の在来タナゴの記録が

ある．しかし，1999 年調査でタビラ類が 1 個体確認され

た以降，2001 年調査や 2000～2005 年調査ではタナゴ類

は確認されていない．17-19)本調査でも釣獲されたタナゴ

類はカネヒラのみであり，ヤリタナゴやタビラ類は確認

できなかった．国内外来種としてのカネヒラは，産卵母

貝をめぐる競合により他種の在来タナゴを排除し，減少

させる可能性が指摘されている．12)仮に在来タナゴ類が

残存していたとしても，カネヒラとの競争により追いや

られる懸念がある．今後，在来タナゴ類を含めた生息状

況を調査することが望ましい． 

 

謝謝  辞辞 
長野県環境保全研究所北野聡博士には，木崎湖に生息

するタナゴ類について情報提供いただいた．深く感謝申

し上げます． 
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企企画画展展「「大大ききなな水水ががめめととししててのの北北アアルルププスス、、そそししてて水水ののままちち大大町町」」  

鈴木 啓助1)・関 悟志2)・栗林 勇太1)・関本 景香2) 

1)市立大町山岳博物館，〒398-0002 長野県大町市大町8056-1 

2)大町市文化財センター，〒398-0002 長野県大町市大町4700 

 

SSppeecciiaall  eexxhhiibbiittiioonn::  TThhee  NNoorrtthheerrnn  JJaappaanneessee  AAllppss  aass  aa  llaarrggee  wwaatteerr  rreesseerrvvooiirr,,  

aanndd  OOmmaacchhii  aass  aa  wwaatteerr--rriicchh  cciittyy  

  

SSUUZZUUKKII  KKeeiissuukkee11)),,  SSEEKKII  SSaattoosshhii22)),,  KKUURRIIBBAAYYAASSHHII  YYuuttaa11))  aanndd  SSEEKKIIMMOOTTOO  HHiirrookkaa22))  

 

1)Omachi Alpine Museum, Omachi 8056-1, Omachi City, Nagano Pref., 398-0002 JAPAN 

2)Omachi Cultural Property Center, Omachi 4700, Omachi City, Nagano Pref., 398-0002 JAPAN 

 

槍ヶ岳から北流し南転する高瀬川、針ノ木雪渓を水源とする篭川、カクネ里氷河を源のひとつとする鹿島川、仁科三湖から

流れ下る農具川、そして市街地や田畑が広がる平坦部には堰と呼ばれる人工の水路が縦横に巡り、それらは人々の営みを支え

ています。大町市はまさに「水のまち」です。 

居谷里湿原や唐花見湿原がある東山も重要な水源のひとつですが、大町市に豊富な水をもたらす大きな水がめは北アルプス

です。日本は偏西風帯に位置しているので、天気の移り変わりを支配する高気圧や低気圧は、一般に西から東へと移動してい

きます。特に寒候期には、チベット・ヒマラヤ山塊の南北に分かれていた亜熱帯ジェット気流が、日本の上空で合流するため、

強い西風が吹くことになります。これらの西からの擾乱の移動に対して、南北に連なる北アルプスは障壁の役割を果たしてい

ます。そのため、北アルプスには寒候期の雪のみならず暖候期の雨も大量にもたらされます。北は白岳から南は槍ヶ岳までの

北アルプスの峰々を西端とする大町市は、大きな水がめを背負っているのです。水は低きに流れることから、高いところに水

がめを有する地理的立地が、大町市を「水のまち」たらしめる所以なのです。 

本企画展では、我々を含めた生き物に不可欠な水が循環する仕組みから解き明かし、北アルプスなどの山岳で雪や雨などの

降水量が多くなる理由、白いダムとしての山の雪の役割を解説します。次に、大町市における水と人との関わりについて、先

史時代から現在へと辿り、先人が淡水魚を捕獲する際に利用した民具なども展示します。そして、今も町並みに残る水に関わ

る営みを紹介します。人々は水と密接に関わりながら生きてきましたので、水にまつわる民話もたくさん残っています。 

2022年4月23日から7月18日までの間に開催された企画展「大きな水がめとしての北アルプス、そして水のまち大町」

の展示内容を、ここに資料として記録します。 

 

 

第第１１章章  地地球球のの水水循循環環  

 

11--11  ははじじめめにに  

 「地球は水の惑星である」と言われるように、太陽系の惑星

の中で、現在も液体の水に恵まれているのは地球のみです。地

球は、太陽からの距離が絶妙な位置にあるために、水が、気体、

液体、固体の３つの状態（３相）で存在できる最適な環境を獲

得することができました。水がこの３相で存在することから、

地球上で水が循環することができるのです。海（液体）から蒸

発し水蒸気（気体）となって上空へと運ばれ、雲の中で氷晶（固

体）となり雪として落下します。落下の途中で融けると雨とな

って地表面へと戻ります。そのために、生命を維持するために

液体の水が必要なわれわれ生物が、標高の高い陸上でも生きな

がらえることができるのです。 

 

11--22  地地球球のの水水循循環環  

地球表面の約7割が海洋で、残りの約3割が陸地です。陸地

の最高標高地点はエベレスト山頂の8,847 mですが、全体をな

らしたとすれば、陸地の平均標高は840 mとなります。一方、

海で最も深い地点は、マリアナ海溝の10,924 mで、海の平均深

度は3,795 mです。深海にも生物が棲んでいますし、エベレス

ト山頂にも多くの人が登っていますから、深海からエベレスト

山頂までの約20,000 mが生物圏となります。随分と幅があるよ

うに感じますが、地球の半径の約0.3 %に過ぎません。われわ
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れ生物は、地球表面のほんの薄いところで生きているのです。 

地球の水循環の様子を図1-1に示します。地球表面の約7割

を占め、平均深度が 3,795 m もある海洋には、地球上の水の

96.5 %が存在します。次いで多いのは水が固体の状態の雪氷で

すが、地球上の水の1.8 %にすぎません。それでも、地球上の淡

水の約7割が氷や雪です。残りの約3割は淡水の地下水です。

湖沼や河川としての淡水は、存在量として地球上の淡水の 1 %

にも満たないのです。海面からは、太陽エネルギーを得て盛ん

に蒸発が起こります。海からの蒸発量は、平均すると年間に海

水約1.2 m分に相当します。陸地の湖沼や河川そして土壌から

も蒸発が起こり、陸上植物からは蒸散が起こります。蒸発と蒸

散を併せて蒸発散と呼びますが、陸上からの蒸発散量は海洋か

らの蒸発の16 %に過ぎません。しかし、陸は海に比べて面積が

小さいので、陸上からは平均すると年間に0.5 m分の水が水蒸

気として大気中に供給されています。このように、地球表面か

ら気体として大量に水蒸気が大気中に輸送されますが、大気中

の水蒸気の存在量は、海水の5桁も量が少なくほんのわずかで

す。このことは、大気中で水蒸気から固体の雪として降水粒子

が形成され、降水として地表面へと戻るサイクルがとても早い

ことを示しています。海水が水循環によって入れ替わるには約

3,200 年を要しますが、大気中の水蒸気は数日間ごとに入れ替

わっているのです。 

 年海上に戻る降水量は、平均すると年間に水1.1 m分に相当

します。一方、陸上には雪や雨として、平均すると間に約 0.8 

m、つまり約800 mm の降水量があることになります。 

 

11--33  世世界界のの降降水水量量分分布布  

 世界各地の観測地点における年降水量の平年値を図1-2に示

します。地球表面から水が蒸発するために必要なエネルギーは、

太陽からもたらされます。太陽から地球表面にもたらされるエ

ネルギーは、低緯度側で大きくなりますから、蒸発量も低緯度

側の方が高緯度側よりも大きくなります。さらに、大気中の飽

和水蒸気量（ある温度に対して存在できる水蒸気の量）は、温

度が高いと大きく、温度が低くなると小さくなります。これら

のことから、一般には、降水量も低緯度側で大きく高緯度側で

小さくなります。ただ、南北の回帰線近くには大気の沈降によ

って高気圧が形成されますから、陸上ではサハラ砂漠、ゴビ砂

漠やオーストラリア内陸、アメリカ西部内陸などには乾燥地域

が広がっているので、降水量は大きくありません。年降水量の

平年値を見てもこれらのことが反映されています。

図図11--11  地地球球のの水水循循環環（（図図中中のの数数字字はは、、榧榧根根（（11997711））よよりり））  

球球のの大大ききささはは水水のの存存在在量量をを示示しし、、矢矢印印はは水水のの輸輸送送量量をを示示ししまますす。。地地表表水水ににはは土土壌壌水水をを含含みみまますす。。 

図図11--22  世世界界のの年年降降水水量量のの平平年年値値（（気気象象庁庁,,  22002222aa））  

平平年年値値はは3300年年間間のの平平均均をを指指ししまますす。。ここここでではは、、11999911年年かか

らら22002200年年ままででのの3300年年間間のの平平均均をを示示ししまますす。。 
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 また、太平洋や大西洋の西側の方が東側よりも降水量が大き

くなっていることがわかります。これは、海流に関係していま

す。赤道の近くでは偏東（貿易）風が吹いていますから、東か

ら西に向かう海流が生まれます。流れている間に太陽から多く

の熱エネルギーを獲得しますから、暖流となります。その流れ

が太平洋や大西洋の西側で陸地に阻まれますから、北半球では

北上、南半球では南下することになります。太平洋の西側では、

北半球の暖流の黒潮は日本付近を北上し、南半球の南太平洋海

流（オーストラリア海流）は南下します。大西洋の西側では、

北半球の暖流の北大西洋海流（メキシコ湾流とノルウェー海流）

は北上し、南半球の南大西洋海流（ブラジル海流）は南下しま

す。暖流（海面水温が高い）からは上昇気流が生じ蒸発量も大

きくなりますから、太平洋の西側に位置する日本やフィリピン、

インドネシアなどでは降水量が大きくなります。アメリカやオ

ーストラリアでも、東部の方が西部よりも降水量が多いのは海

流の影響です。ヨーロッパは大きな大陸の西部に位置しながら、

降水量が比較的大きいのは、暖流の北大西洋海流がスカンジナ

ビア近海まで北上するからです。ヨーロッパの多くの国は、北

海道よりも北に位置しますが、冬の寒さは北海道よりも厳しく

ありません。ちなみに、札幌(北緯43.1°)の1月の日最低気温

の平均は-6.4℃ですが、北大西洋のアイスランドの首都レイキ

ャヴィク(北緯64.1°)のそれは-0.3℃にすぎません。 

一方、アメリカの西方海域では寒流のカリフォルニア海流が

南下するために、アメリカ西部では降水量が少なく、南米の西

方海域ではとても冷たいペルー海流が北上するために、ペルー

やチリの海岸沿いの降水量がとても少なく、そこには砂漠が広

がっています。 

1 月と7月の世界の月降水量の平年値を図1-3 に示します。

同じような緯度帯に着目すると、1 月と 7 月では南北半球で降

水の多寡が逆になっていることがわかります。1 月には南回帰

線付近で太陽高度が最も高くなり、日射量が多くなります。そ

のため、南半球の低緯度地域で上昇気流が発達し降水量が多く

なり、北半球の低緯度地域では降水量が少なくなります。7 月

には北回帰線付近で太陽高度が最も高くなりますから、南北半

球の低緯度地域では1月と逆の降水量分布になります。 

 

11--44  日日本本のの恵恵ままれれたた降降水水量量  

 世界の同じような緯度の地域と比較すると、日本はとても降

水量が大きいことに気づくと思います（図1-2）。北緯30°を超

えて、年降水量の平年値が2,000 mmを超える地点が集中してい

るのは、日本のみで、アメリカ東部やカナダ西岸からアラスカ

にかけては数地点が点在しています。南半球でも、南緯30°を

超えて、年降水量の平年値が2,000 mmを超える地点はわずかで

す。日本の年降水量の平年値で最大となるのは、鹿児島県屋久

島の4,652 mmで、次が宮崎県えびのの4,625 mmです。高知県

魚梁瀬での4,484 mm を含めた3 地点が、年降水量の平年値が

4,000 mmを超えています。ほかに、年降水量の平年値が3,000 

mm を超える地点が 30 地点ほどあります。このように、日本は

とても降水量に恵まれています。一方で、北海道の東部には、

年降水量の平年値が1,000 mmに満たない地点が存在します。日

本で年降水量の平年値が1,000 mmに満たない地域が、もう一つ

あり、内陸県の長野県です。いずれも長野県である、上田が906 

mm、佐久が964 mm、長野が965 mmとなります。 

  

11--55  日日本本のの降降水水量量分分布布  

日本の年降水量分布を図1-4に示します。降水量が多いこと

を示す暖色系の地域が、太平洋側と日本海側にふたつあります。

太平洋側の地域は、琉球列島から九州南部、四国南部、紀伊半

島南部、そして南アルプス、身延山地、富士山・伊豆箱根山塊 

へと連なっています。一方、日本海側の地域は、両白山地から

北陸、そして山形県の日本海側地域まで連なっています。 

気象庁による降水量の観測地点は約1300カ所ですが、平均す

ると17 km間隔になります。降水量の観測地点は、気温の観測

地点に比べれば標高の高い地点にも設置されていますが、基本

的に山岳地域にはほとんど設置されていません。図1-4は、説

明文にも示すように、気象庁の観測地点での降水量の平年値に、

標高などの影響を加味して 1 km メッシュで作成したものです

が、観測地点がない山岳地域では過小評価されているようです。 

 図1-4は、あくまでも年間降水量の総量の分布図です。太平

洋側と日本海側に降水量が多い暖色系の地域がありますが、ふ

たつの地域では降水量の多い季節が異なります。

図図11--33．．世世界界のの月月降降水水量量のの平平年年値値  上上：：11月月  下下：：77月月  

((気気象象庁庁,,  22002222bb))  
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図1-5には、7月の月降水量のメッシュ平年値を示します。7

月の月降水量では、降水量が多い暖色系の地域は、九州から四

国、紀伊半島、そして両白山地になっています。日本の7月は

梅雨の後半に当たります。梅雨前半の6月の月降水量は、九州

南部が7月よりも多く、両白山地では6月はそれほど多くなっ

ていません。梅雨前線が次第に北上することと対応しています。

梅雨の時期の雨雲は、一般に南西から北東に移動しますので、

海上から上陸した際に上昇流が強化されるため、太平洋側で降

水量が多くなります。南西からの雨雲を、両白山地や北アルプ

ス・中央アルプスが堰き止めてくれますから、信州の盆地内は、

梅雨時でも降水量が比較的少なくなっています。北海道でも７

月の降水量が少なく、「北海道に梅雨はない」ことがわかります。 

 図1-6は、年最大積雪深の平年値を示します。北海道の日本

海側や、本州の東北地方から北陸地方にかけての、いわゆる脊

梁山脈の西側に積雪深が大きい暖色系の地域が連なっています。

そして、脊梁山脈の東側はとても少なくなっています。降雪が

観測されるのは、ほとんどが西高東低の気圧配置の時ですから、

雪雲は北西の季節風によって運ばれます。そのため、日本海側

地域に多くの積雪が観測されることになります。雪雲が脊梁山

脈にぶつかると、積雲対流が強化されますから、山岳域に多量

の降雪がもたらされます。しかし、北アルプス地域には、濃い

暖色系で示されたところがほとんどありません。これは、標高

が高い北アルプス地域には、積雪深の観測地点がありませんか

ら、致し方ありません。 

（鈴木啓助） 

 

文文献献  

榧根 勇（1980）：水文学、大明堂． 
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or/climfig/?tm=normal&el=tn 

気象庁（2022b）：https://www.data.jma.go.jp/obd/ 

stats/etrn/view/atlas/docs2020/png_large/prec/preci

pitation_13.png 

気象庁（2022c）：https://www.data.jma.go.jp/obd/ 

stats/etrn/view/atlas/docs2020/png_large/prec/preci

pitation_07.png 

気象庁（2022d）：https://www.data.jma.go.jp/obd/ 

stats/etrn/view/atlas/docs2020/png_large/snow/maxim

um_depth_of_snow_cover_13.png 

 

 

図図11--44  年年降降水水量量ののメメッッシシュュ平平年年値値((気気象象庁庁,,  22002222bb))  
  
気気象象庁庁のの観観測測地地点点のの平平年年値値とと標標高高・・勾勾配配ななどどのの地地形形因因子子

おおよよびび都都市市因因子子ととのの統統計計的的なな関関係係でで得得らられれたた重重回回帰帰式式かか

らら、、各各11  kkmm  メメッッシシュュのの地地形形因因子子・・都都市市因因子子かからら平平年年値値をを算算

出出ししてていいまますす。。  

図図11--55  ７７月月のの月月降降水水量量ののメメッッシシュュ平平年年値値（（気気象象庁庁,,  22002222cc））

図図11--66  年年最最大大積積雪雪深深ののメメッッシシュュ平平年年値値（（気気象象庁庁,,  22002222dd））
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第第２２章章  水水ががめめととししててのの北北アアルルププスス  

 

22--11  ははじじめめにに  

 日本は偏西風帯に位置しているので、天気の移り変わりを支

配する高気圧や低気圧は、一般に西から東へと移動していきま

す。特に寒候期には、チベット・ヒマラヤ山塊の南北に分かれ

ていた亜熱帯ジェット気流が、日本の上空で合流するため、強

い西風が吹くことになります。これらの西からの擾乱の移動に

対して、南北に連なる北アルプスは障壁の役割を果たしていま

す。そのため、北アルプスには寒候期の雪のみならず暖候期の

雨も大量にもたらされます。北は白岳から南は槍ヶ岳までの北

アルプスの峰々を西端とする大町市は、大きな水がめを背負っ

ているのです。居谷里湿原や唐花見湿原がある東山も重要な水

源のひとつですが、大町市に豊富な水をもたらす大きな水がめ

は北アルプスです。水は低きに流れることから、高いところに

水がめを有する地理的立地が、大町市を「水のまち」たらしめ

る所以なのです。 

 

22--22  水水ののままちち大大町町  

 国土地理院の地形図で河川や湖沼、水路として表現されてい

る箇所を、青色で示したのが図2-1です。槍ヶ岳から北流し、

高瀬ダム・七倉ダム・大町ダムを経て、大町市街で南転する高

瀬川は、市域を出て犀川・千曲川・信濃川となり日本海に注ぎ

ます。さらに、針ノ木大雪渓を水源とする篭川、カクネ里氷河

を源のひとつとする鹿島川も高瀬川に合流します。青木湖・中

綱湖・木崎湖からなる仁科三湖からは農具川が流れ下り、高瀬

川に合流します。鹿島川水系からは人工水路が掘られ、水が青

木湖に導かれ、途中で発電も行われています。青木湖からも人

工水路が暗渠や開渠として造られて、途中で複数の発電所を経

て生坂村の犀川まで繋がっています。そして、市街地や田畑が

広がる平坦部には堰と呼ばれる人工の水路が縦横に巡り、それ

らは人々の営みを支えています。図2-1からも、大町市はまさ

に「水のまち」であることがわかります 

 

22--33  北北アアルルププススににははたたくくささんんのの雪雪がが降降るる  

 世界の同じような緯度の地域と比較すると、日本はとても降

水量が多いことを第１章で紹介しました。日本で年降水量が多

い地域はふたつあり、暖候期に雨がたくさん降る日本列島の南

岸地域と、寒候期に雪がたくさん降る日本海側地域です。まず、

北アルプスに雪がたくさん降る理由を考えましょう。 

 冬になると、図2-2に示すようにシベリア高気圧が形成され

ます。地表面には太陽から熱エネルギーが供給されると同時に、

地表面からも熱エネルギーが上空に向かって出ていきます。シ

ベリアからモンゴルにかけての地域では、太陽高度が低くなる

冬には、太陽から供給される熱エネルギーよりも、地表面から

出て行く熱エネルギーの方が大きいので、地表面はどんどん冷

図図22--11  大大町町市市のの水水系系図図（（国国土土地地理理院院のの地地形形図図をを元元にに作作成成））  
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えていきます。地表面が冷やされると、その上の空気も冷えま

すから、密度が大きくなり、冬の間、安定的で背の低いシベリ

ア高気圧が形成されます。冬の日本付近では、とても強い西風

であるジェット気流が吹きますから、高気圧から季節風となっ

て東側に流れ出します。その寒冷で乾燥した空気塊は、暖流で

ある対馬海流の上を吹走することになります。 

 大陸から吹き出す寒気は、500hPa の高度で-20℃から-40℃

程度にもなります。また、日本海の海面水温は、冬期でも10℃

前後です。つまり、5000m 程度の高度差で30℃から50℃もの温

度差が生じます。下層が暖かく上層が冷たい強い不安定な状態

になります。そのため、図2-3のように、対流性の雲、つまり

積雲が次々と生まれることになります。日本海に吹き出した空

気塊は、日本海から熱と水蒸気の供給を受け続けますから、積

雲はどんどん成長していきます。その積雲が、わが国の脊梁山

にぶつかり強制的に上昇させられるので、それほど標高が高く

はなく、比較的低緯度に位置している北アルプスが、世界でも

稀な豪雪地になるのです。 

 

 西高東低の冬型の気圧配置の時の日本付近の雲画像を図 2-4

に示します。寒冷で乾燥しているために大陸には雲がありませ

んが、その空気塊が日本海に吹き込むと、たくさんの積雲の列

を作ることがわかります。海上を吸走するに従い積雲の数も増

え、上陸する日本海側地域は雪雲に覆われているのがわかりま

す。日本海側で雪を降らせた雲は水分が少なくなりますから、

関東平野や瀬戸内地域には雲がありません。しかし、太平洋に

出ると、再び水蒸気と熱の供給を受けますから、再び積雲が発

生しています。 

 中部地方に目をこらすと（木曽川と天竜川があるのでわかる

と思います）、北アルプスの濃い白と、中央・南アルプス、そし

て八ヶ岳中信高原に雲がかかっていることがわかります。この

ように、雪雲は地形によって解消されたり、再発達したりする

のです。たくさん雪が降るためには、山岳の存在が重要である

ことがわかります。また、関ヶ原を雪雲が通り抜け中京に雪を

降らせたり、富士山の風下にも雲列が発生したりと、雲と地形

との間には密接な関係があります。 

 北アルプスの位置と冬期の北西季節風の関係を、図2-5に示

します。北アルプスは、ほぼ南北に連なっているため、北西風

図図22--22  日日本本がが豪豪雪雪地地ととななるる地地理理的的位位置置  

図図22--44  冬冬型型のの気気圧圧配配置置時時のの日日本本付付近近のの雲雲画画像像（（気気象象庁庁））  

図図22--55  北北西西のの季季節節風風とと北北アアルルププススのの位位置置（（基基図図ににGGooooggllee  

EEaarrtthhをを使使用用））  

図図22--33  雪雪雲雲のの形形成成とと雪雪雲雲のの強強化化  

空白
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に対し障壁になっていることがわかります。そのため、富山県

や飛騨地方で大雪になる時でも、松本盆地では晴天になるので

す。北西の季節風のために、北アルプスの西側斜面に大量の雪

が降るのですが、その風が強いために、西側斜面の雪は吹き飛

ばされて、東側斜面に吹溜まります。カクネ里氷河をはじめと

して、北アルプスに分布する氷河や雪渓のほとんどが、主稜線

の東側斜面に分布するのはこのためです。 

 

22--44  高高瀬瀬川川流流域域ににははたたくくささんんのの雪雪がが降降りり積積ももるる  

 雪は冬の間に積もると、時間の長短はありますが、ある一定

の期間はそこにとどまります。そして、春先になって太陽高度

が高くなり日射量が多くなると、気温も高くなり雪は融け出し

ます。液体の水は流れますから、地表面に滞留させるためには、

人工のダムなどが必要です。しかし、水が固体の状態である雪

になると、構造物がなくても、ある一定の期間は積もった場所

にとどまります。そのため、雪は「天然の白いダム」と呼ばれ

ます。 

 北アルプスにはたくさん雪が降ることを説明しましたが、山

に降る雪の量が人里で降る量に比べてとても多いことを紹介し

ます。先に示した「大町市の水系図」のように、高瀬川流域に

は高瀬ダム・七倉ダム・大町ダムが多くの水を蓄えています。

高瀬川に多くのダムがあるのは、この流域には降水量が多いた

めです。図2-6は、高瀬川の月流出高とアメダス大町での月降

水量を示します。流出高と降水量は同じ単位で示しますから、

量の大小をそのまま比較することができます。大町で降る雪や

雨の量よりも、高瀬川から流れ下る水の量がとても多いことが

わかります。冬の間を除くと、どの月でも流出高が降水量より

も多いのですが、特に、5 月から 7 月にかけては、流出高が降

水量に比べて圧倒的に多くなっています。この時期は、標高の

高い山岳域での雪融けの時期にあたります。高瀬川の上流に降

り積もった雪が融けて流れてくるのです。白いダムの効果がい

かに大きいかがわかります。 

 

22--55  上上高高地地梓梓川川流流域域のの積積雪雪深深分分布布  

 標高の高い山岳地域には、雪がたくさん積もっていることが

わかりましたが、その分布はどうなっているのでしょうか。 

 高瀬川は、槍ヶ岳から北流しますが、南に流れると梓川にな

ります。高瀬川も梓川も北アルプスの主稜線の東側に位置して

います。また、高瀬川と梓川の流出高はほとんど同じですから、

積雪深の分布も似通っていると考えることができます。 

上高地梓川流域の2013 年 4 月 4日の積雪深分布を図2-7 に

示します。これは航空レーザー測量によって調べたものです。

航空機からレーザー光を発射し、雪（地表）面に反射して戻っ

てくる時間を精密に測定します。航空機には高精度のＧＰＳ装

置が搭載されていますから、反射した雪（地表）面の緯度・経

度・高度を知ることができます。同じ測量を無雪期にも行い、

同じ緯度・経度の場所の高度の差が積雪深に相当するわけです。 

積雪深分布を見ると、槍・穂高連峰の東側（梓川の右岸側）

が、常念山脈の西側（梓川の左岸側）に比べて明瞭に積雪深が

大きいことがわかります。槍・穂高連峰の東側は、北西の季節

風に対して風下側になりますから、大量の雪が吹き溜まるので

す。そして、急な斜面の雪は雪崩れて堆積しますから、谷底の

積雪深が大きくなるのです。北から順に、槍沢、横尾本谷、涸

沢、又白谷、岳沢の谷底の積雪深が特に大きい（濃い青色）こ

とがわかります。ちなみに、この流域の最大積雪深は、又白谷

図図 22--77  上上高高地地梓梓川川流流域域のの積積雪雪深深分分布布（（鈴鈴木木・・佐佐々々木木、、

22002211））  

図図 22--66  高高瀬瀬川川のの月月平平均均流流出出高高ととアアメメダダスス大大町町のの月月平平均均降降

水水量量  
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の42.8 mです。ただ、無雪期の測量時にも、ここには残雪があ

りますから、さらに深い雪が堆積していることになります。 

 奥穂高岳の東側には、涸沢カールと呼ばれる氷河地形が残っ

ています。これは、氷河が削ったお椀の底のような地形です。

このことは、最終氷期には涸沢に氷河が存在したことを示して

います。槍沢、横尾本谷、岳沢にも氷河地形が残っています。

2013年4月4日の涸沢流域における、航空レーザー測量による

積雪深分布を図2-8に示します。ここでは、地形がわかるよう

に、等高線を入れてあります。流域界となる尾根沿いには急斜

面が分布していますので、雪が積もってもすぐに雪崩れてしま

い、谷に堆積していきます。そのため、図2-8のように谷に沿

って積雪深が大きな領域が分布することになります。 

残雪が少ない年の秋には、涸沢ヒュッテの背後に池が出現し

ますが、雪が多い年は雪渓が越年することもあります。図 2-8

に示すように、前穂高岳から涸沢ヒュッテの方向に延びる谷底

に積雪深が大きな領域が広がっています。ここは最後まで雪渓

が残る領域に相当します。ちなみに、測量時の最大積雪深は、

涸沢池付近での23.9 mです。 

このように、上高地梓川流域では、主稜線の東側斜面に大量

の積雪が分布していることがわかります。高瀬川の上流域も、

上高地梓川と同じように北アルプス主稜線の東側に位置してい

ますから、高瀬川上流域にも、冬期には大量の雪が堆積してい

ると考えることができます。そのために、大きな白いダムの効

果が現れるのです。 

 

22--66  山山岳岳地地域域でではは暖暖候候期期のの降降雨雨量量ががととててもも多多いい  

 北アルプスには、たくさんの雪が降り積もることがわかりま

したが、暖候期の雨についてはどうでしょうか。槍穂高連峰や

乗鞍岳を水源とする梓川流域における、標高の差異によ

る降水量の多寡について考えましょう。 

梓川流域おける降水量観測地点の標高と、そこでの暖候期（6

月から10月）の降水量との関係を図2-9に示します。松本、松

本今井（松本空港）、奈川、上高地はアメダスのデータを使用し

ます。他の4地点については信州大学鈴木研究室の観測データ

です。降水量は、直径20 cmの円筒に入る雪や雨の量を、水が

一杯になった升が転倒する回数を数えることによって計測しま

す。この方法では、雪を融かして液体にする必要があるので、

一般には山岳地域では寒候期には計測できません。さらに、風

が強いと、円筒に入るべき降水粒子が風に流されて、円筒に入

りません。そのため、風が強い場所では、降水量が過小評価さ

れてしまいます。そこで、風速による補正法があります。西穂

高岳と乗鞍・富士見岳では風が強いので、降雨時の風速を10 ｍ

と仮定して補正した値を図に示します。図2-9によると、標高

が高くなるに従い降雨量は大きくなることが明瞭に示されてい

ます。標高610 mの松本に比べて、標高2798 mの乗鞍・富士見

岳では、暖候期の降水量（降雨量）が4倍も大きいのです。 

 

 

22--77  ままととめめ  

 北アルプスは、世界的に見ても稀な多雪地帯であることと、

山岳地域では標高が高くなるに従い降雨量が飛躍的に大きくな

ることを紹介してきました。このように、大きな水がめである

北アルプスを抱える大町は、まさに「水のまち」なのです。 

（鈴木啓助） 

 

文文献献  

鈴木啓助・佐々木明彦 (2021)：航空レーザー測量による上高地

梓川流域における積雪深分布．雪氷研究大会講演要旨集 

図図22--88  涸涸沢沢流流域域のの積積雪雪深深分分布布（（鈴鈴木木・・佐佐々々木木、、22002211））

図図22--99  梓梓川川流流域域ににおおけけるる観観測測地地点点のの標標高高とと暖暖候候期期のの降降水水

量量のの関関係係  
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1 

 

【図1 仁科三湖畔の青木湖・中綱湖周辺に分布する縄文時代などの遺跡群  

（2019年撮影 航空写真）】 

【図2 古城遺跡出土の鉄製釣針 （大町市文化財センター蔵）】 
 

弥生時代にこの釣針でどのような魚を釣っていたのかは定かでは

ありませんが、サケやサクラマスなどの海と川を行き来する「通し回

遊魚」は、大正期以降に河川本流に発電所とダムが建設される以前、

日本海から信濃川～犀川～高瀬川・農具川と伝って大町市内の河川

や湖まで遡上したといわれ、大町市内でも昭和時代初期までサケ漁

やマス漁が行われていました。 

第第３３章章  

信信濃濃おおおおままちち  水水のの文文化化史史  

――大大町町市市ににおおけけるる水水とと人人ににかかかかわわるる歴歴史史・・民民俗俗―― 
 
大町市は山岳を背負い、湖沼を抱え、そこから流れ出た清

流が大地を潤す“水”のまちです。 
水が私たちにもたらしてきたものは何でしょうか。人びと

は水をどのように利用してきたのでしょうか。水と人はどの

ようなかかわりを持ってきたのでしょうか。 
ここでは、大町市における水と人とのかかわりについて、

過去から現在へ向かう時間軸による年代記（編年史）として

ダイジェストにして大きな流れをとらえ、各時代の特徴的な

事象と今日までの歴史や民俗などの変遷をたどります。 
 
１ 先史時代 

 (１) 縄文時代 ドングリ類の水さらし 
今から約16,000年前頃から1万年以上続いた縄文時代。大

町市内では、この時代の遺跡が 90 か所ほど確認されていま

す。山の神遺跡（常盤清水）、上
わっ

原
ぱら

遺跡（平野口）、大崎遺跡

（常盤清水）、一
いっ

津
つ

遺跡（平海ノ口）、藪
やぶ

沢
さわ

遺跡（平加蔵）な

ど、この時代の遺跡の多くは、高瀬川や鹿島川などの氾濫を

さけた北アルプス山麓の台地や仁科三湖の湖畔などにあり

ます【図1】。人びとが生活していた跡や暮らしていた建物の跡

などが遺された遺跡からは、周辺の自然環境や地形地理と

いった立地条件を含め、当時の人びとの暮らしぶりをうかが

い知ることができます。 

 

現代と同じように、縄文時代の人びとにとって、水は生活

に欠くことのできない重要なものでした。飲み水はもちろん、

当時の主食であるドングリ類（コナラ属などの木の実）のア

ク抜きのための水さらしには多量の水が必要でした。採集し

たドングリ類は、そのままではアクが強くて酸味や渋味がひ

どいため食用に適さず、流水や滞水に数日間漬け置く水さら

しなどを行うことで、アク抜きを行ってから調理して食べて

いたと考えられています。 
 
 (２) 弥生時代 水田耕作 
現在の大町市域に水田耕作による稲作が伝播してきたの

は、今から約 2,000 年前の弥生時代中期前半のことでした。

稲作の技術は、イネの生育に欠かせない湿地や湧水、河川の

水を制御管理する技術でもありました。 
大町市内で確認されている弥生時代の遺跡のうち、比較的

規模の大きなもののほとんどは木崎湖から流れ出す農具川

沿いの湿地帯に近い段丘上に集まっていることから、この時

代の人びとは高台にある集落のムラに住み、湿地に水田（湿

田）を作り、農具川の緩やかで温かく豊富な水を利用して耕

作を行っていたと考えられています。なかでも、来
くる

見
み

原
ばら

遺跡

（大町三日町）、中
なか

城
じょう

原
ばら

遺跡（社館ノ内）、古
ふる

城
じょう

遺跡（社松

崎）は、この時代における大北地域を代表する大規模なムラ

であったことが発掘調査から明らかにされています。国内で

は、稲作伝播後の弥生時代においても、縄文時代から続いて、

食用植物などの採集のほか、鳥獣の狩猟や魚貝の漁労による

生活も行われていました。水辺で魚類をつかまえる漁労につ

いては、古城遺跡（社松崎）で弥生時代後期の鉄製釣

針が出土しています【図2】。これは、この時代における

鉄製釣針の出土品としては現在、長野県内唯一のもの

とされています。
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【図3 五十畑遺跡出土の羽口(下段)・鉄滓(中段)・鉄片(上段)の一部 

（大町市文化財センター蔵）】 
 

この遺跡からは奈良・平安時代の住居跡などとともに、製鉄・小鍛冶遺構が確

認されています。そこからは、製鉄に関わる遺物が出土しました。炉に風を送る

鞴(ふいご)の筒先である羽口(はぐち)や砂鉄の不純物が溶けて固まった鉄滓

(てっさい)のほか、鉄片などが見つかっています。 

２ 古代・中世 

 (１) 平安時代 川と砂鉄 
弥生時代までに日本列島に伝

わったとされる鉄は、古墳時代を

経て、飛鳥・奈良時代以降、一段と

必要性が増し、平安時代に入ると、

ほぼ日本各地で製鉄が行われるよ

うになりました。日本で古代から

近世にかけて発展した製鉄法であ

る「たたら製鉄」では、砂鉄を主原

料としました。砂鉄は、河川の流れ

や海の波、風など自然の力によっ

て運搬され、河床や湖底・海底など

に堆積します。 
大町市内では、平安時代頃に高

瀬川の支流のひとつである乳
ち

川
がわ

か

ら採取した砂鉄を用いたと考えら

れる製鉄の跡が、五十畑
ごしょばたけ

遺跡（社

曽根原）、菅
すげ

ノ
の

沢
さわ

遺跡（常盤西山）、

長 畑
ながばたけ

遺跡（常盤清水）などで確認されています【図3】。製鉄

には専門の技術とともに、炉や炭などの施設や資材を用意す

る経費もかかりますが、何より原料である砂鉄を大量に必要

とします。この時代の大町市内で製鉄を可能とさせたのは、

砂鉄をもたらした乳川や高瀬川という北アルプスから流れ

出た河川であったのです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (２) 鎌倉時代～室町時代 治水・利水によるまちづくり 

平安時代終わりから社の館ノ内に館
やかた

をかまえ、社や八坂

など大町市南東部の仁
に

科
しな

御厨
みくりや

という伊勢神宮の荘園を管理

して治めた仁科氏。鎌倉時代頃から仁科氏は、大町や平にあ

る稲作に恵まれた条件をもつ平坦地に注目し、そこでの水田

開発を進めました。扇状地や氾濫原などの広い沖積地を耕地

化するには、遠い距離を堰
せぎ

( )と呼ばれる用水路を掘って水

を引いてこなければなりません。仁科氏は、農具川や鹿島川

からの自然流を堰として計画的に整備するなどして灌漑や

生活に水を利用できるようにしました。そして、まちなかに

水が流れ入ってくる重要な場所には、水分神
みくまりのかみ

として若
にゃく

一
いち

王
おう

子
じ

神社を鎮座させたと考えられています【図4】。 
室町時代には、仁科氏による現在の市街地を中心とした大

町のまちづくりが大きく展開しました。まちの西には、四方

を堀で囲んだ荒神堂館
こうじんどうやかた

をかまえ、この居館を中心に仁科氏

はこの地方を治めるようになりました。さらに、戦に備えて

木崎湖畔の地形を利用した「森の要害」森城を築城し、周辺

の山の上にはいくつもの山城を築きました。 
 
３ 近世 

 (１) 江戸時代 

江戸時代には、利用できる水が限られていることから、水

をめぐる争いが絶えませんでした。日本各地で水
すい

論
ろん

（水争い、

用水争論）と称される灌漑用水の引水・配分（分水）をめぐ

る水利権の争いが村落間などで起きましたが、大町市内の

村々も例外ではありませんでした。享保3～8(1718～1723)年

にわたる大
だい

沢
たく

寺
じ

山水論など、山野境
ざかい

や水利権をめぐる激し

い論争も勃発しました。 
一方、江戸時代には村落内や近隣の村落間などで協力し合

い、水にかかわる公共工事といえるさまざまな事業が行われ

ました。用水路である堰
せぎ

( )を新たに開削して整備し、新田

【図4 若一王子神社 本殿】 
 

水の分配を司るとされる水分神は、各地の分水嶺や水源地、水路の分水点などに祀られ、治水・灌漑の平穏を祈願

するものです。若一王子神社は、後に仁科庄と呼ばれる荘園となる平や大町などの平坦な土地で水田開発と集落形成

に着手した仁科氏が、現在の市街地方面に用水を分水する重要な場所を防護し、水田開発の促進を祈願する荘園鎮護

のため、この場所に水分神として伊邪那美命(いざなみのみこと)(伊弉冉尊)を祀ったことが端緒と考えられていま

す。その後、仁科氏祖先神らを併せ祀って創建し、鎌倉時代初期に和歌山県の熊野那智大社(くまのなちたいしゃ)の

第五殿に祀られる若一王子(天照大神(あまてらすおおみかみ)の異称)を勧進して社名が定まったと伝えられます。 
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【図5 重要文化財「旧中村家住宅土蔵」〈安永9(1780)年建築〉の裏白戸に墨 

書された龍体（あるいは蛇体）を象ったと推測される「水」の字の大書 

（旧中村家住宅土蔵展示）】

【図6 菅江真澄が描いた大町の盆踊りと流し火のようす〈天明4(1784)年夏〉

〈復刻本『真澄遊覧記 信濃の部』全4冊(内容5部) 

（真澄遊覧記刊行会、1929）のうち『来目路乃橋』内の挿絵より〉】

を開発する事業もそのひとつです。現在、市内の最も重要な

灌漑用水として機能している大町新堰と、市内の穀倉地帯と

なっている大原ですが、その端緒は、鹿島川を横断して篭
かご

川
がわ

から新たに水を引水するための大町新堰が寛政 6(1794)年頃

から開削され、同8年頃から通水した後、開発された大原新

田によるものです。 
また、毎年のように頻発する河川の氾濫や洪水による水害

を防いだり、用水を維持したりするための土木工事である川
かわ

除
よけ

普
ぶ

請
しん

が各地で行われました。文化13(1816)年に起きた乳
ち

川
がわ

の氾濫による洪水を受けて築造された常盤西山の乳川石堤

は、川除普請で築かれた石積堤防でした。さらに、天明

5(1785)年の大火を受けて、被災した九日町から上仲町までの

人びとが願い出て、大火で埋まった西
にし

裏
うら

呑
の

み堰を堀替えする

工事が行われました。こうした街区を流れる幾筋かの堰は、

日常の用水だけではなく、まちの防火用水堰としても機能し

ていました。 
このほか、水は運搬や交通にも利用されていました。河川

を利用した木材の運搬である木流し（川下げ）が、鹿島川や

篭川、高瀬川などの水系で行われました。犀
さい

川
がわ

を利用した水

運（河川舟運）事業として天保 3(1832)年に松本白板－信州

新町間で営業開始した犀川通船では、八坂舟
ふな

場
ば

にも荷継所が

設けられたといいます。江戸時代、この場所は舟場口
くち

留
どめ

番
ばん

所
しょ

が設けられた交通の要衝で、犀川渡舟の舟渡しが行われた場

所のひとつでした。付近に犀川に架かる橋のなかった当時、

対岸との日常生活での交通は渡舟への依存度が高かったの

でした。 
このように、当時の人びとは、多くの知恵と労力を結集し

て、さまざまに水を利用したり水害を防いだりしていました

が、人の力が及ばないような自然の大きな力に対しては祈り

をささげ、日々の平穏を願い続けました。そのなかで、水に

かかわる祈りと願いもさまざまなものがありました。 

例えば、日
ひ

照
でり

による干ばつ時の雨
あま

乞
ご

いのようすは、「神明宮

の唐猫様」「仁科七面」といった説話・伝承でも今に伝わりま

す。また、寛永15(1638)年に鹿島川猫ヶ鼻（猫鼻）付近で山

崩れによって川の水がせき止められた際、平野口の戸隠山
やま

伏
ぶし

（修験者）・鏡覚院が行った水難消滅の祈祷などの水除け、美

麻青具にある安永 9(1780)年建築の重要文化財「旧中村家住

宅土蔵」の裏
うら

白
じろ

戸
ど

に墨書された龍体（あるいは蛇体）を象
かたど

っ

たと考えられる「水」の字の大書による火除け・火伏せの呪
まじな

い【図5】。さらには、江戸時代に諸国を巡り歩いた遊歴の文人・

菅
すが

江
え

真
ま

澄
すみ

が記録した天明 4(1784)年夏の大町の盆踊りと流し

火では、中央通りにかつて流れていた町川に火をつけた藁
わら

束
たば

を流して水難死者の供養が行われていました【図6】。 
こうしたかつての習俗は、いずれも人びとが込めた水にか

かわる祈りと願いのあらわれといえます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 近代・現代（近現代） 

 (１) 明治・大正・昭和時代（戦前） 

近代水道建設、水力発電による電源開発と工場稼働 

明治時代中期まで、大町の中央通りには町
まち

川
かわ

（大川）と呼

ばれる水路が流れていました【図7】。当時、農具川や鹿島川の
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【図7 大町の中央通りに流れていた町川のようす（明治時代初期頃） 〈原資料(紙焼き写真)：市立大町山岳博物館蔵〉】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水を導水して通りの中央を南北に貫流していた町川は、まち

の生活用水などに利用されていましたが、水質汚染が深刻化

していた飲料水の水質保全を目的とする用水改良の一環で

明治20(1887)年に埋められ、現在は中央通りの道路下を両側

に分かれて流れています。大町市内で最初に近代水道として

上水道が建設されたのは大正時代末期で、居谷里の湧水を水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

源とし、一部大町地域で鉄管埋設などの水道工事が大正

12(1923)年に着工、同13年に一部通水し、同14年完工に至

りました【図8】。 
大正時代に入り、大町地域でも電灯用などに電気が少しず

つ使われるようになりました。山に囲まれ、急で険しい地形

と多量の雪解け水が利用できる長野県では、明治時代後半か

ら水力発電による電源開発が各地

で行われるようになりました。高

瀬川でも「東信電気」によって電源

開発が進み、大正 11(1922)年から

同14年までの間に第一から第五ま

で5ヶ所の発電所が造られました。 
水力発電で生み出された電力を

使って、大正時代から大町でアル

ミニウム製造が試みられました。

アルミニウムは軽くて加工しやす

いので、家庭用品から航空機まで

使われましたが、その生産には「電

気のかたまり」といわれるほど多

くの電力が必要でした。昭和

9(1934)年、大町の「昭和アルミニ

ウム工業所」では、日本初のアルミ

ニウム生産の工業化に成功しまし

た。この工場は昭和 14(1939)年に

「昭和電工大町工場」となり、国内

の半分近いアルミニウムを生産す

るようになりました。

【図8 大正14(1925)年に大町で初となる上水道が完工（写真は居谷里～三日町間の水道管埋設工事のようす） 

 〈原資料(紙焼き写真)：市立大町山岳博物館蔵〉】
 

現在、大町市の水道水源は、居谷里をはじめ矢沢、上白沢など27か所あり、湧水を水源にしています。地下から自

然に湧き出る豊富できれいな水は、北アルプスなどの自然がもたらす天与の恵みです。 

この水道水源の水（湧水）をペットボトルに詰めたナチュラルミネラルウォーターは、国際的な評価機関「モンド

セレクション」において3年連続(2018～2020年)で最高位の最高金賞を受賞。大町市の安全でおいしい水が国際的に

評価され、その品質が認められました。 
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【図9 黒部ダム （大町市観光協会提供）】 
 

国の特別名勝・特別天然記念物「黒部峡谷」の景観維持を目的に、グリーン

シーズンを中心に観光放水が毎年行われます。 

日本一の高さを誇るアーチ式の堰堤から霧状に放出される水の様子は迫力

満点です。 

同様に水力発電による電力を利用して、昭和11(1936)年に

は、機械で繊維から綿の糸をつくる「大町紡績」の工場が大

町にできました。当時、日本でつくられた綿の品物は、海外

への輸出が大きく伸びていました。昭和14(1939)年に「呉羽

紡績大町工場」、昭和 41(1966)年には「東洋紡績大町工場」

となりました。この工場は平成11(1999)年に閉じられ、現在

はその跡地に飲料水やキノコの工場、商業施設などができて

います。 
北アルプスの急峻な地形と豊富な雪解け水を利用した水

力発電で生み出された電力があったことで稼働に至った昭

和電工と東洋紡績の両工場は、近代工業の発展に大きな役割

を果たし、地域の暮らしや経済に大きな影響と恩恵をもたら

しました。 
 
 (２) 昭和時代（戦後） 黒四建設と山岳観光 

日中戦争・太平洋戦争の終結後、国内では電源開発が進ま

ず、さらに戦後の急な経済の立ち直りで、電力が足りなくな

りました。それを解決するために、関西電力では、黒部川に

新しく「黒部ダム」と「黒部川第四発電所」をつくることを

決めました。これらは「黒四建設」といわれ、北アルプスの

富山県側の険しい山と谷の間を流れる黒部川に高さ 186ｍの

巨大なダムを建設して水力発電を行う難工事でした。昭和

31(1956)年、大町市内に事務所が設置され、本格的に工事が

スタートし、同38年に黒部ダムが完成しました。 
この工事で使われたトンネルなどを利用し、大町市の扇沢

駅から黒部ダムを通り、富山県立山町の立山駅までつながる

「立山黒部アルペンルート」が昭和46(1971)年に全線開通し

ました。今では、乗り物を使って手軽に北アルプスの山岳地

を楽しめるこのルートに年間約100万人が訪れ、日本を代表

する観光地になっています【図9】。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (３) 平成・令和時代 

水工場、地ビール・地酒、水辺のレジャー 

近年、大町市の清らかな水が飲料水として注目されていま

す。水道水源の余剰水や豊富で良質な地下水を有効利用し、

ミネラルウォーターを出荷する各飲料水メーカーの製造工

場が大町市内に複数進出しています。こうした水工場のほか

にも、近年、ブルワリーと称される地ビール工場も市内に新

設されています。地元の天然水を利用したアルコール飲料と

いえば、日本酒は欠かせません。現在、市内には地酒の酒蔵

である3軒の造り酒屋があります。こうじ菌を使った酒造り

の技は長い歴史があり、その高度な技は現代にも受け継がれ

ています。こうした日本の食にかかわる生活文化としての歴

史ある独特な技術が評価され、「伝統的酒造り」が令和

3(2021)年に国の登録無形文化財に登録されました。日本酒

という水が生み出す地域の気候風土で育まれた食文化を楽

しみながら大切にしたいものです。 
水にちなむ楽しみといえば、水辺のレジャーもあります。

木崎湖・中綱湖・青木湖の仁科三湖では、さまざまなウォー

タースポーツのアクティビティが体験でき、ボートや魚釣り、

キャンプなどが楽しめます。犀川では川下りのラフティング

を楽しむことができます。 
現代におけるさまざまな場面で、水の恵みは私たちにより

豊かな暮らしをもたらしてくれています。 
（関 悟志） 

 
 
参考文献 

信濃教育會北安曇部會編『北安曇郡郷土誌稿 第一輯 口碑傳説篇 第一冊』（郷土

研究社、1930）〈（長野県安曇教育会、1979＝復刻）〉 
信濃教育會北安曇部會編『北安曇郡郷土誌稿 第七輯 口碑傳説篇 第三冊』（信濃

毎日新聞社、1937） 
社誌編纂委員会編『やしろ』（社学校創立百周年記念事業実行委員会、1975） 
『大町市埋蔵文化財調査報告書第 8 集 長野県大町市埋蔵文化財包蔵地緊急発掘

調査報告書 五十畑 遺構編』（大町市教育委員会、1984） 
大町市史編纂委員会編『大町市史 第5巻 民俗・観光』（大町市、1984） 
大町市史編纂委員会編『大町市史 第 2 巻 原始・古代・中世』（大町市、1985） 
大町市史編纂委員会編『大町市史 第4巻 近代・現代』（大町市、1985） 
大町市史編纂委員会編『大町市史 第3巻 近世』（大町市、1986） 
八坂村誌編纂委員会編『八坂村誌 歴史編』（八坂村誌刊行会、1993） 
美麻村誌編纂委員会編『美麻村誌 歴史編』（美麻村誌刊行会、2000） 
大町の伝統文化を守る会編『若一王子神社 昔語り』（2009） 
相澤亮平翻刻注解「〈翻刻注解〉菅江真澄遊覧記 ―来目路乃橋―」（2010） 
増田孝彦・黒坪一樹著「ドングリのアク抜き方法に関する一考察」『京都府埋蔵

文化財論集 第６集 ―創立三十周年記念誌―』（京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター、2010） 
高橋利雄著「高瀬川の思い出」市立大町山岳博物館編『山と博物館 第58 巻 第

11号』（市立大町山岳博物館、2013） 
北野聡著「北アルプス山麓の希少魚類」市立大町山岳博物館編『山と博物館 第

58巻 第11号』（市立大町山岳博物館、2013） 
大町市教育委員会編『ふるさと きのう・きょう・あした ―わたしたちの大町市

―』（大町市教育委員会、2015＝新訂第4版） 
小林茂喜著「「仁科大町」街区の成り立ちをめぐって」『信濃 第68巻 第4号』

（信濃史学会、2016） 
仁科神明宮記録集編集委員会著『令和元年 国宝仁科神明宮 式年遷宮』（大糸タ

イムス、2020） 
大町市教育委員会編『低学年用郷土学習冊子 わたしたちの大町市』（大町市教育

委員会、2020） 
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第第44章章  魚魚がが生生ききるる大大町町  

 

大町市にはどのくらいの魚が生息しているのでしょうか。

具体的な数を示した大町市史によると、昭和59 年時点で32

種の魚がみられます。豊かな水と、それを涵養する山岳を背

景とした大町市ならではの特色は見られるのでしょうか。 

 

１ 実は海からやってきた？ 

海に生息するサケ、サクラマス、ウナギ、アユ。これらは

川をさかのぼる性質をもち、かつては海から遠く離れた大町

でも見ることができました。大町まで来た具体的なルートは、

日本海から信濃川→千曲川→犀川→高瀬川を経由するルー

トが考えられています。 
サケは犀川と高瀬川の合流地点あたりまで上り、その途中

にある大町市八坂地区では、実際にサケを採った記録が残っ

ています。サクラマスはさらにそこから北上し、木崎湖や鹿

島川、扇沢のあたりまで来たと考えられ、その距離はなんと

250ｋｍ以上、標高にして700ｍ以上にもなります。この木崎

湖で定住したサクラマスが、後にキザキマスと呼ばれるよう

になりました。 

２ 陸に閉じ込められた「イワナ」 

高瀬川の流域には、渓流を代表する魚の「イワナ」が生息

しています。イワナは４亜種に分けられ、高瀬川の在来イワ

ナは「ニッコウイワナ」として扱われてきました。 
主に河川の上流で生息し、冷たい水を好むイワナは、最終

氷期の頃には海で生息していました。その頃に、徐々に分布

を拡大して今の河川まで来たものの、だんだん地球が温暖に

なるにつれ、かつての冷たい海に戻ることができなくなり、

河川の上流などに留まるようになったと考えられています。 

 

３ 魚がもたらす恵み 

マスの養殖に適した環境にあるとされた木崎湖では、明治

時代から他地域からもたらされた魚が放流され、特に昭和に

入ってその養殖や放流により、多くの漁獲量を上げました。

その際に使用された漁の方法には、「ロウヤ」と呼ばれる籠を

湖に沈めて魚を捕るものがあり、たくさんのフナやウナギが

取れました。 

 
４ 魚たちの未来は？ 

豊かな水環境の大町市には様々な魚が生息し、ここに暮ら

す人々に恵みをもたらしてくれました。しかし、近年外来魚

の侵入などにより、魚たちの多様性が危ぶまれています。魚

は人にとって食だけではなく、釣りなどのレジャーの楽しみ

をもたらしてくれます。また、それを食べる鳥などの生き物

たちにとっても、ここで暮らしていくうえで欠かせない存在

です。持続可能な大町を考える上では、ここに暮らしている

魚を知ることも重要です。 
（栗林 勇太） 

 
参考文献 

長沢武（1959）サケ・マス物語．山と博物館，4-11． 
北野聡（2013）北アルプス山麓の希少魚類．山と博物館，58-

11． 
高橋利雄（2013）高瀬川の思い出．山と博物館，58-11． 
大町市史編纂委員会編（1984）大町市史第一巻自然環境資料．
大町市． 

傘木繁博（1989）木崎湖今昔．山と博物館，34-6． 
西沢宗夫（1984）木崎湖の漁労今昔．山と博物館，29-7． 
北野聡（2018）渓流魚イワナをめぐる異種間交雑．森林科学，

84． 
淀太我・井口恵一朗（2003）長野県青木湖と野尻湖における
コクチバスの食性．魚類学雑誌，50-1． 

図1 マス・サケが遡上したルート（原図 国土地理院電子

地図） 

写真1 渓流を代表するイワナ 

写真2 木崎湖での漁の様子 
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第第５５章章  水水とと人人々々のの営営みみがが息息づづくく町町並並みみ  

 

水が生活に欠かせない資源であるように、建築物もまた人

の暮らしを支える大切な要素の一つです。水利用や建築行為、

その他人々の様々な営みによって作りだされた空間は、里山

とその周辺に広がる集落の風景となったり、建築物が集まっ

て町並みとなったり、あるいは計画的なまちづくりによって

地域の実情に合った景観が形成されます。 

ここでは、大町市の中心市街地に注目し、町のなかを流れ

る堰
せぎ

（水路）や宿場の面影をのこす建築物等を観察すること

によって、町並みの歴史の一部をご紹介します。 

 

１ 面でとらえる中心市街地の町並み 

近年、地域の風景・風土・景観は文化的な営みや文化財な

ど様々な要素が集まってつくられるという考えに基づき、こ

れらを個別に保護するのではなく、複合的に捉えて地域を再

認識し積極的に活用しよう取り組みが盛んです。政策を簡単

に挙げるだけでも文化財保存活用地域計画、歴史まちづくり

法（通称）、エコミュージアム、文化的景観、日本遺産など多

岐にわたります。ここでは、大町市の中心市街地において水

の営みを中心にその他の地域の宝も再確認して、地域を面で

とらえてみましょう。 
 

２ 町並みの歴史 

現在の中心市街地は、この地を治めた仁科氏によってその

基盤がつくられ、江戸時代になると信濃の松本と越後の糸魚

川を結ぶ糸魚川
いといがわ

街道
かいどう

（越後
えちご

道
みち

）の宿場として栄えました。江

戸時代初期の絵図【図 1】を見ると、間口が狭く奥行の長い

短冊状の町割りがなされ、すでに現在の町並みの骨格が形成

されていたことがわかります。 
街道と宿場の町並みは、五日町の南端から北上して八日

町・五日町の交差点で西に折れ、さらに仁科町・高見町の交

差点で北方向に鍵
かぎ

の手
て

に曲がり、近世の宿場町の特徴である

「桝形
ますがた

」を形づくっていました。 
宿場の北端から鍵の手までの道中央には北から南に町川

と呼ばれる用水が流れていました。また、江戸期から明治期

にかけた町の発展に伴って、東西の屋敷割りのなかに街道と

並行した飲み堰が整備されていきました。 
宿場の景観を強く印象づけた町川は、明治 20 年（1887）

に暗渠化
あんきょか

され、現在は道の両側に分かれて地下を流れ、大き

な水音によってその経路をたどることができます。南北に流

れる飲み堰とそこから分派された水路は、敷地の中へ入り込

んで屋敷構えの風景の一部となったり、道の脇を建物に沿う

ようにして流れたりして中心市街地の景観を形づくってい

ます。 
 
３ 町並みの北端に鎮座する若一王子神社 

若 一
にゃくいち

王子
おうじ

神社
じんじゃ

の始まりは、仁科氏が熊野
くまの

那智
な ち

大社
たいしゃ

の第五

殿に祀られる若一王子を勧 請
かんじょう

したことが由来とされていま

す。神社が鎮座
ちんざ

するのは、農具川から水を引き込んだ堰（農

具川系の町川）や鹿島川から水を引き込んだ堰（鹿島川系の

町川）等が集まり、水がまちの中に流れ入っていく地点をお

さえる要所です。仁科氏は、現在の中心市街地一帯を鹿島川

の氾濫から守るため治水に着手し、土地の繁栄を願って神様

をおまつりしたのでしょう。 
鹿島川系の町川は、神社の創始よりも後の時代に、現在の

【図1 大町屋敷絵図 （大町市史 附図）】 

 

慶安2年（1649）の検地に際した絵図を原図に宝永6年（1709）当時の状態

を加味修正して描かれた絵図（栗林家所有文書）を基本とし、その他の絵図を

参考として作図されたもの。 
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中心市街地にあたる集落の基礎を固めるために開削された

と考えられています。水の流れは、神社の南側を西から南東

に過ぎ、大黒町の西側の屋敷裏を流れ、九日町の北で中央通

りに出ます。 

神社境内のすぐ西側を北から南に流れるのは弾
たん

誓寺
せいじ

堰で、

神社の南西地点で町川の上部を樋
とい

で立体交差して南下し弾

誓寺の境内へと続きます【図2・写真1】。 
 
４ 町川と飲み堰 いまむかし 

鹿島川系の町川は、現在は九日町北で中央通りの左右と花
はな

茄子
な す

小路
こうじ

へ分派していますが【図3】、明治時代の絵図【図4】
を見ると、九日町北以南で道の中央を流れていたことを確認

できます。九日町より北は、農具川系の町川が善光寺道に

沿って南下し、追分地籍から道の中央を流れています。 
 東の飲み堰は、農具川系の町川に由来する堰で、大黒町に

おいては町場の上部で町川から分派した飲み堰が流れてい

ました。花茄子小路以南では、九日町北まで道中央を流れて

いた町川が、東に折れた後、さらに南に折れ、東の飲み堰を

形成していたことがわかります。 
 西の飲み堰は、現在は九日町から流れていますが図 5、図

4 では九日町には描かれておらず、弾誓寺堰が六九
ろっく

小路
こうじ

で東

に折れたあと南に折れ、西の飲み堰を形成しています。よっ

て、六九小路以北の堰は、明治期以降の比較的新しいものと

いえます。 
 
５ 水と人々の営みが息づく現在の町並み 

古代より仁科氏によってその基盤がつくられ、宿場町とし

て発展したことで現在にまで受け継がれてきた町並みには、

様々な時代の歴史の痕跡がのこされています【図6】。 
 

（関本 景香） 
 
参考文献 

文化庁：文化財保存活用地域計画パンフレット, 文化庁地域文化創生本部,2021 
国土交通省：「歴史まちづくり 地域における歴史的風致の維持及び向上に関する

法律」パンフレット,2019 
文部科学省：「これからの博物館の在り方に関する検討協力者会議」（第5回）配

付資料 
文化庁：「文化的景観保護の仕組み」パンフレット,文化庁文化財第二課,2019 
文化庁：日本遺産パンフレット,文化庁参事官（文化観光担当）,2021 
大町市史編纂委員会編：大町市史 第2巻 原始・古代・中世,大町市,1985 
大町市史編纂委員会編：大町市史 第4巻 近代・現代,大町市,1985 
大町市史編纂委員会編：大町市史 第3巻 近世,大町市,1985 
大町の伝統文化を守る会編：若一王子神社 昔語り,2009 
大町市教育委員会編：ふるさと きのう・きょう・あした ―わたしたちの大町市

―,大町市教育委員会,2015,新訂第4版 
小林茂喜著：「仁科大町」街区の成り立ちをめぐって,信濃,第68巻,第4号,信濃史

学会,2016 
大町市教育委員会編：低学年用郷土学習冊子 わたしたちの大町市,2020 
大町市編：大町市緑の基本計画本編,大町市役所建設水道部建設課計画係,2022 
篠崎健一郎著：仁科三十三番札所めぐり,一草舎出版,2005 
大北神社誌編纂委員会編：大北地方の神社と文化,長野県神社庁大北支部長野県

神社総代会大北支会,1992

【 図4 屋敷絵図 明治時代推定（仮称）  

（平林家文書 個人蔵）】

【図3 現在の九日町北の様子  

（国土地理院基盤地図情報の地図をもとに作成）】 

【図5 現在の六九小路周辺の様子  

（国土地理院基盤地図情報の地図をもとに作成）】 

【 写真1 弾誓寺堰と鹿島川系町川の交差箇所 】 

【 図2 若一王子神社周辺地図 

（国土地理院基盤地図情報の地図をもとに作成）】  

図3の範囲 

若一王子神社 

鹿島川系の町川 

弾誓寺堰 

本 殿 

観音堂 

三重塔 

鹿島川系の町川 

至大黒町 

東の飲み堰 

町川 

花茄子小路 

九日町 

西の飲み堰 
弾誓寺 

弾誓寺 

弾誓寺堰 

六九小路 

江戸時代由来の 

西の飲み堰 

明治時代以降の
西の飲み堰 

図5の範囲 
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【 図6 水と人々の営みが息づく現在の町並み】 

道しるべ・庚申塔 

旅人へ道を案内するため、辻や街道の

分岐の道端に方向・距離を示した道しる

べを立てていました。この道しるべには

「右善光寺道 左越後道※」と刻まれ、ま

た庚申塔も兼ねています。 

※糸魚川街道のこと 

▲若 一
にゃくいち

王子
おうじ

神 社
じんじゃ

 

三重塔（右）観音堂（左） 

本殿は国の重要文化財で弘治 2 年

(1556)に再建されました。県宝の観音堂

は宝永 3 年(1706)、三重塔は宝永 6 年

(1709)に再建されたものです。 

▲弾
たん

誓寺
せいじ

 

前身は中心市街地より東南の段丘に

あった歴代仁科氏祈願寺の浄福寺で、観

音堂には平安時代中期作の県宝「木造観

音菩薩立像」が祀られています。境内には

若一王子神社西から続く弾誓寺堰が流れ

ます。 

▲大 町
おおまち

道 路 元 標
どうろげんぴょう

/西の飲み堰 

大正時代に制定された旧道路法によ

り、各市町村に一つ設置された標柱です。

設置当時、町制の大町であったことから

「北安曇郡大町道路元標」と刻まれてい

ます。六九小路では、弾誓寺堰が西の飲み

堰となる様子や、明治期に開削された西

の飲み堰が確認できます。 

▲東の飲み堰 

八日町ポケットパークの駐車場では、

現在東の飲み堰が整備されています。明

治時代の絵図を確認すると街道と宿場の

形態がこの八日町で鍵の手となって東に

折れるのと同じく、東の裏飲み堰もまた

東、さらに五日町で南に折れ、屋敷割の

裏を流れています。 

▲栗林家住宅(創舎
そうしゃ

わちがい) 

大庄屋も務めた栗林家の旧住宅。座敷

部分は江戸時代末期の建築、店舗部分は

明治時代前期建替のもので、広い間口に

開かれた門塀からみえる前庭など大町宿

庄屋層の建物の歴史的景観を伝えます。 

▲福島家住宅（市野屋
いちのや

） 

問屋を務め江戸時代のおわりからは酒

造業を営んだ福島家の住宅。明治時代中

期の建築で隣家との境界にたつ防火壁の

「うだつ」が特徴です。主屋の奥では現

在も酒造りが行われています。 

▲平林家住宅（塩の道ちょうじや） 

市最初の国登録有形文化財。塩問屋を

営んだ平林家の旧住宅。明治23年(1890)

の建築で、大町で初めての土蔵造り町家。

松本市の国宝旧開智学校を建てた大工

「立石清重」が設計。 

▲現在の大町市中心市街地の様子 

【国土地理院基盤地図情報の地図をもとに作成】

 

男 清
おとこみ

水
ず

 女 清
おんなみ

水
ず

 

中心市街地の上水道は大正末期に引かれ、湧水を水源としています。中央通りを境に東側は居谷里水源で西側は上白沢水

源が利用されています。居谷里水源を女清水、上白沢水源を男清水と呼ぶ創作物語りの題材にもなり、中心市街地をはじめ

市内の各所に蛇口等が設置され親しまれています。 

信濃大町
駅

図 1 に 描 か れ る お お よ そ の 範 囲 

平林家住宅（塩の道ちょうじや）

松本陣屋跡 
八日町毘沙門堂 

福島家住宅（市野屋・ほしいち）

土蔵の景観 

大町道路元標

栗林家住宅（創舎わちがい）

六九小路 

弾誓寺

花茄子小路 

妙喜庵居館

道しるべ・庚申塔

若一王子神社 

大黒町追分の石造大黒天像
と シ ダ レ ザ ク ラ 

蔵の音楽館 

庵寓舎 

麻倉 
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【図1 イメージ：犀龍の背に乗る泉小太郎 

（市立大町山岳博物館 常設展示グラフィックスのイラストより）】 

【図2 尾入沢 尾入沢大橋にて （大町市平）】 

【図3 仏崎観音寺本堂〈下〉と仏穴(窟･岩屋)への石段〈右上〉 （大町市常盤）】

【図4 川會神社 （北安曇郡池田町会染）】 

第第６６章章  

水水ににままつつわわるる大大町町市市のの説説話話・・伝伝承承  

「「泉泉小小太太郎郎」」伝伝説説  
 
大町市は古くからの民話（民間説話）が数多く伝承されて

いる「民話の宝庫」です。大町市は北アルプスを背負い、仁

科三湖や居谷里湿原などを抱え、それらから流れ出た高瀬川、

篭
かご

川
がわ

、鹿島川、農具川、犀
さい

川
がわ

など幾筋もの清流が大地を潤し

ます。こうした地理的な条件から、市内の民話には山や水と

かかわり深いものが数多く残されています。 
大町市に残る説話・伝承の中から、“水”にまつわる民話の

代表格である「泉
いずみ

小
こ

太
た

郎
ろう

」伝説と、この伝説に関係する場所

をご紹介します。 
 
１ 伝説のあらすじ 

北アルプス山麓に伝わる「泉小太郎」伝説のひとつは、お

おむね次のようなあらすじのお話です。 

「景
けい

行
こう

天皇の御
み

世
よ

12年（古墳時代）まで、安曇野・松本平一

帯は湖でした。この湖にいた犀
さい

龍
りゅう

を母、高梨という所の池

にいた白龍王
はくりゅうおう

を父とする日
にっ

光
こう

泉小太郎は、鉢
はち

伏
ぶせ

山
やま

で生まれ

て城
じょう

山
やま

周辺で育ちました。やがて小太郎が成長すると、小

太郎を背中に乗せた犀龍は山
さん

清
せい

路
じ

などの大岩を突き破りま

す。湖の水が犀川となって日本海へ流れ落ちて平野が現れる

と、人びとはそこに田畑を開拓して次第に村里ができるよう

になりました。」【図1】 〔『信府統記』〈享保7～9(1722～24)年編纂〉〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 伝説にちなむ場所 

これに類似や関連する伝説は大町市や北安曇郡、安曇野市

や松本市のほか、上田市など長野県内各地に伝わっています。

もちろん古墳時代に安曇野・松本平一帯が湖であった事実は

なく、史実とかけ離れた荒唐無稽なお話ではありますが、大

町市周辺にはこうした伝説にちなむ場所が伝わります。 

大町ダムの北から流れて高瀬川にそそぐ尾
お

入
いり

沢
ざわ

は、小太郎

とその母である犀龍が対面した場所といわれています【図2】。

また、諏訪大明神が変身した犀龍と大日如来の化身である白

龍王がともに入って姿を隠し、その子どもである小太郎が後

に鉢伏権現の再誕と明かして姿を隠したのが、常盤泉にある

仏崎観音寺の仏穴とされます【図3】。ここは、現在は立ち入る

ことができませんが、本堂の背後の岩壁に設置された急な石

段を登った先にある窟
いわや

（岩屋）とも呼ばれる小さな岩窟とい

います。さらに、湖の干拓を果たした後の小太郎が暮らした

場所に人びとが小太郎の霊神を祀
まつ

って建立したのが、池田町

会染十日市場にある川會神社とされます【図4】。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

56
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【図5 高瀬渓谷公園 小太郎広場の泉小太郎像 （大町市平）】 

【図6 高瀬川にかかる蓮華大橋の泉小太郎モニュメント 

                   （大町市常盤）】 

【図7 泉公民館前の彫刻作品「穣雲泉（泉小太郎）」 （大町市常盤）】 

【図8 穂高神社の日光泉小太郎像 （安曇野市）】 

【図9 烏川橋の泉小太郎碑（安曇野市穂高）】 

【図10 川會神社の泉小太郎記念碑 （北安曇郡池田町会染）】 
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《 原稿受付 2022(令和 4)年 11 月 30 日，査読後受理 2023(令和 5)年 1 月 27 日 》

【図11 『善光寺道名所図會』巻之二より 嘉永2(1849)年 （復刻版所蔵：市立大町図書館）】 
 

上の図は犀川の地名由来の一説を記した箇所の頁です。ここには、本文でご紹介した「泉小太郎」伝説とは一字違いの人物を主人公とした別のお話「泉小次郎（泉

親衡(ちかひら)）」伝説が記されています。挿絵は、源頼朝に命じられて犀川にすむ“犀”を捕らえる小次郎こと親衡のようすを描いています。泉親衡(親平とも)は

信濃国小県郡小泉荘(現在の上田市川西地域)を本拠としたなどとされる鎌倉時代初期の武士で、その勇猛果敢な逸話から後世になって大力無双の豪傑と称えられ、

種々の伝説が生まれています。 

大町市を含む安曇野など松本盆地周辺の地形由来譚や治水譚･開墾譚ともいえる洪水伝説や蹴裂(けさき)伝説、小太郎らを主人公とした英雄伝説については、今回

紹介した「泉小太郎」伝説の類話が現在までにさまざま伝わっています。その中において、ここに挙げた『善光寺道名所図會(ぜんこうじみちめいしょずえ)』や『信

府統記(しんぷとうき)』〈享保7～9(1722～24)年編纂〉など、江戸時代のいくつかの書物が最初期の記録です。 

こうした伝説などをモチーフにして、児童文学作家の松谷みよ子さんが創作民話作品「龍の子太郎」〈昭和35(1960)年〉を著したことで、「泉小太郎」伝説は広く

国内に知られるようになりました。 

【図9 烏川橋の泉小太郎碑 （安曇野市穂高）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 伝説の背景 

こうした伝説はなぜ生まれ、どのようにして現在まで伝承

されてきたのでしょうか？ 
「泉小太郎」伝説やその類話の中には、ほかの多種多様な

説話伝承の要素を取り込みつつ、古来の水分神
みくまりのかみ

や真言密教

系の修験者等とかかわり深い各地の神社仏閣や山河と結び

つきながら伝えられたことをうかがわせるものがあります

【図 11】。これらの点が、それらのなぞを解く手がかりのひと

つとなるかも知れません。 
 
新緑の季節に、こうした“水”にかかわる身近な伝説ゆか

りの地を訪ねてみるのはいかがでしょうか【図2～10】。歴史ロ

マンあふれる伝説には興味がつきません。 
（関 悟志） 
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2022 令和 4)年度に市立大町山岳博物館の職員が他誌に発表した論文・報告等は下記のとおり。 
この他、当館職員による資料収集保管・調査研究・教育普及事業にかかわる執筆活動の実績については当館

編集・発行の当該年度『年報』に別途掲載する。
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藤田淳一・井浦和子・中村千賀・千葉悟志・松田貴子（2022）令和元年台風 19 号（Hagibis）後の 
千曲川氾濫原における植物相の回復状況Ⅱ．長野県植物研究会誌 55：27-32． 
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市立大町山岳博物館 研究紀要 編集要項 

2015(平成 27)年 8 月 25 日 制定 
2020(令和 2)年 3 月 31 日 改正 

（目的） 
第１ この要項は、市立大町山岳博物館研究紀要（以下「研究紀要」という。）の編集について必要な事項を

定めることを目的とする。

（編集・発行の趣旨） 
第２ 研究紀要は、博物館業務から得られた調査研究の成果やそれに関する情報のほか、関係各分野における

さまざまな調査研究の情報及び知見を、市民等の個人や各学術分野の関係機関等に広く提供するとともに、
記録・保存し、博物館における資料収集・保存管理事業や展示等の教育普及事業に有効活用するために編集・
発行する。

（名称・発行） 
第３ 研究紀要は市立大町山岳博物館（以下「博物館」という。）が定期的に発行する学術雑誌であり、その

名称は「市立大町山岳博物館研究紀要」とする。
２ 研究紀要は、原則として年１回発行する。ただし、第４条で定める編集委員会が必要と認めた場合は、こ

の限りではない。

（編集委員会） 
第４ 第２条の趣旨にもとづき、研究紀要を編集・発行するために、市立大町山岳博物館研究紀要編集委員会

（以下、「編集委員会」という。）を置く。
２ 編集委員会は、館長、副館長、学芸員、専門員、指導員により構成する。
３ 編集委員会には委員長を置き、館長を充てる。館長が不在の時は副館長が代行する。
４ 編集委員会の庶務は、事務局で処理する。事務局は学芸員の担当者により構成する。
５ 編集委員会は、必要に応じて、構成員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。

（掲載原稿の内容） 
第５ 掲載する原稿の内容は、北アルプスやその周辺地域を中心とした山岳にかかわる自然科学分野、人文・

社会科学分野の調査研究に関するものとし、具体的には次の各号に掲げるとおりとする。
(１) 登山・スキー・紀行・随想
(２) 考古・歴史・民俗・美術
(３) 地質
(４) 植物・動物
(５) 自然の開発と保護
(６) 社会教育・生涯学習・博物館学
(７) 総合・観光・その他

２ 上記以外の内容であっても、編集委員会が特に認めたものは受理し掲載することができる。

（掲載原稿の種類） 
第６ 掲載する原稿の種類は、次の各号に掲げるとおりとし、内容は別に定める「市立大町山岳博物館研究紀

要投稿規程」（以下「投稿規程」という。）による。
(１) 原著論文
(２) 総説
(３) 報告
(４) 短報
(５) 資料
(６) その他

（投稿者） 
第７ 研究紀要への投稿者は次のいずれかに該当するものとする。

(１) 博物館職員
(２) 博物館職員との共同調査研究者又は共著者
(３) 博物館が連携協定を締結する研究機関等の職員
(４) 博物館友の会会員
(５) 編集委員会が依頼した者（特別寄稿）又は認めた者（一般投稿）

（原稿の提出） 
第８ 投稿者は、別に編集委員会が定める期日までに、投稿規程に定められた形式の原稿を編集委員会に提出

する。
２ 受付日は編集委員会に原稿が到着した日とする。

（原稿の審査・査読） 
第９ 前条の規程により提出された原稿は、編集委員会において審査を行い、採択を決める。
２ 編集委員会は、原著論文等の審査に際し、原則として編集委員から原稿内容に応じた適任者２名以上を査

読者に選任して原稿の評価を行う。なお、必要に応じて外部の学識経験者に査読を依頼し、意見をもとめる
ことができる。

３ 審査にあたって、編集委員会は投稿者に対して原稿の修正を求めることができる。
４ 受理日は編集委員会が原稿の採択を決定した日とする。
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（査読規程） 
第 10 提出された原稿の査読に関して、前条の規定にある体制等のほか、手続き等の必要な事項については次

のとおり定める。
２ 査読結果について、査読者は所見とともに以下の区分をもって評価を行い、編集委員会に報告する。

(１) 評価 A：様式等の軽微な修正を除き、内容について修正の必要がなく、そのまま掲載可
(２) 評価 B：一部内容の適切な修正を前提とした条件付での掲載可
(３) 評価 C：内容の大幅な修正と修正後の再審査が必要
(４) 評価 D：掲載不可
(５) 評価 E：審査困難

３ 評価 E と評価された場合には、編集委員会は直ちにほかの査読者を選任し、査読を依頼する。 
４ 編集委員会は査読結果にもとづき、掲載可、条件付掲載可、修正再審査、掲載不可の判定を行い、審査結

果および査読者の所見を投稿者に通知する。なお、修正再審査の場合には、あわせて原稿の修正・再提出を
求める。

５ 査読結果によっては、投稿者に承認を得たうえで、掲載原稿の種類を変更することがある。

（その他） 
第 11 この要項に定めるもののほか、編集に関して必要な事項は別に定める。

附 則
この要項は、2015(平成 27)年 8 月 25 日から施行する。 
この要項は、2020(令和 2)年 4 月 1 日から施行する。 
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市立大町山岳博物館 研究紀要 投稿規程 

2015(平成 27)年 8 月 25 日 制定 
2020(令和 2)年 8 月 31 日 改正 

（目的） 
第１ この規程は、市立大町山岳博物館研究紀要（以下「研究紀要」という。）への投稿について必要な事項

を定めることを目的とする。

（原稿の内容及び投稿者） 
第２ 研究紀要への掲載原稿の内容及び投稿者資格は、市立大町山岳博物館研究紀要編集要項（以下「編集要

項」という。）による。

（原稿の種類） 
第３ 掲載原稿の種類は、原著論文、総説、報告、短報、資料、その他とし、その内容は以下のとおりとする。

(１) 原著論文
オリジナルな研究論文で、印刷公表されていないもの。
日英表題、要旨（５字以内のキーワードを添付する）、本文および図表、写真等の図版、引用文献からな

り、十分な考察がなされているもの。
(２) 総説

ある分野の論文や学説などを総括、解説、あるいは紹介したもの。
日英表題、要旨（５句以内のキーワードを添付する）、本文および図表、写真等の図版、引用文献からな

るもの。
(３) 報告

研究に関係する調査結果をとりまとめたもの（報告書）。
日英表題（英は省略可）、要旨（省略可）、本文および図表、写真等の図版、引用文献からなるもの。

(４) 短報（速報、研究ノート等）
新規性があり、かつ公表の意義が高いもの。新たに収集した資料や情報の紹介、既成の知見を確認する報

文や貴重な観察・観測結果等の簡潔な報告（速報）。研究途中であるが今後の研究によっては新たな知見が
期待できそうな独創性や有用性がある調査や事例等を簡潔にとりまとめたもの等（研究ノート）。

日英表題（英は省略可）、要旨（省略可）、本文および図表、写真等の図版、引用文献からなるもの。
(５) 資料

博物館の業務や各分野の調査等で得られた観察・測定結果、知見、記録などを簡潔にとりまとめたもの。
表題、データ等からなるもの。
(６) その他

(１)から(５)に該当しないもので、市立大町山岳博物館研究紀要編集委員会（以下「編集委員会」という。）
が認めたもの。

（原稿の書式） 
第４ 原著論文、総説、報告、短報、資料の書式については、第５条～12 条に従う。他も可能な限り従うもの

とする。なお、編集委員会が必要と認めたものはこの限りではない。

（原稿の作成と様式） 
第５ 原稿はパソコン等に入力して作成し、その様式はＡ４判縦の白紙に原則として横書き、２段組みで、１

段あたり横 25 字×縦 45 行に整えたものとする。ただし、人文科学分野においては、必要に応じて縦書きも
可とする。その場合は、段組みや文字は同様とする。

（原稿の長さ） 
第６ 原稿の長さは、要旨、本文中の図・表・写真等の図版を含め原則として刷り上がり 10 頁以内とする。

なお、掲載原稿の種類別の長さの目安については下記のとおりとする。
(１) 原著論文：おおむね 10 頁以内。
(２) 総説：おおむね 10 頁以内。
(３) 報告：おおむね 10 頁以内。
(４) 短報（速報、研究ノート等）：おおむね５頁以内。
(５) 資料：おおむね５頁以内。
(６) その他：掲載原稿の内容によって編集委員会が定める。

（原稿の要旨） 
第７ 原著論文、総説、報告、短報の原稿には、本文の内容を簡潔に説明する要旨を付す。要旨の冒頭には表

題、著者名、所属等を付加し、これらを含めて和文は 500 字以内、英文は 250 語以内とする。 

（原稿の文体） 
第８ 原稿の文体は「～である」体に統一する。ただし、詩歌、文芸作品、歴史資料等で特別の理由がある場

合はこの限りではない。
２ 新仮名遣いにより、学術用語以外は常用漢字を用いる。原稿中に欧語を用いるのは、その必要がある場合

に限る。
３ その他文章の書き方、本文中の番号の記載順序は、原則として大町市の公文書作成の手引きに従う。（例

１―(１)―ア―(ア)―ａ など） 
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（原稿の表記） 
第９ 原稿に用いる各表記は次のとおりとする。

(１) カタカナ：表記はすべて全角入力とする（半角カタカナは使用しない）。
(２) 数字：半角で入力し、３桁ごとにカンマ（，）を入れる。ただし、人文科学分野で縦書きの場合はこの

限りではない。
(３) 英文：半角で入力し、カンマ（，）、ピリオド（．）も半角とする。なお、単語と単語の間には半角スペー

ス（_）を、カンマ及びピリオドの後には半角スペース（_）を入れる。
(４) 動物・植物等の和名：全角カタカナ書きとし、学名はイタリックとする。単位は慣用となっている略

字によって記載し、ピリオドをつけない。
(５) 単位：慣用となっている略字によって記載し、ピリオドをつけない。単位、数は半角表記とする。
(６) 句読点：自然科学分野においては、原則的に句点を全角ピリオド（．）、読点を全角カンマ（，）とする。
(７) 暦年：人文科学分野等において暦年を用いる場合は、原則的に西暦・和暦を併記する。（例 2015(平成

27)年）

（原稿の図表・図版） 
第 10 次の３種類にわけ、それぞれ番号をつける。

(１) 図（Fig．）：本文中に入れる図および写真。
(２) 表（Table）：本文中にいれる記号、文字、罫のみからなるもの。
(３) 図版（Plate）：独立の頁として印刷される写真。図版として示すべき十分な理由があり、かつ原図が鮮

明なものに限る。
(４) 図および写真、図版は下端に、また、表は上端にそれぞれ通し番号（図１、表１など）をつけた表題

を付す。必要に応じて上端外に著書名、通し番号をつける。表題や注には英文を併記することができる。

（原稿の注記・引用文献） 
第 11 注記と引用文献は、本文中の該当箇所に通し番号を記載し、文末に一括して掲載する。脚注等は用いな

い。
２ 注記の記載は通し番号順とし、文献の記載は原則としてアルファベット順とする。ただし、人文科学分野

等における文献の記載はこの限りではない。
３ 文献の記載において、誌名の略記法は和文の場合は慣例により、一般的な略称を用いてもよい。巻通しペー

ジがある場合は巻のみとし、ないときは、巻（号）を併記する。
４ 文献の記載については、各分野における一般的な記載方法を用いるものとする。

（原稿の提出） 
第 12 投稿者は、別に定める期日までに、投稿規程に従って作成された原稿を編集委員会事務局に提出する。

提出は電子データで行うものとし、原則として本文はワード形式で図表はエクセル形式で、写真等の図版は
PDF・JPEG・TIFF ファイル形式で、電子メールに添付等するか CD 等の電子媒体１組に保存したものを
添付する。なお、原稿の返却は、原則として行わない。

（原稿の修正） 
第 13 投稿された原稿は、編集要項にもとづき審査を行い、掲載の可否を決定するとともに、審査結果により

修正を求める場合がある。

（抜刷） 
第 14 著者が抜刷を必要とする場合は、必要とする部数を編集委員会事務局に連絡することとする。
２ 抜刷に関わる費用は、全額を著者の負担とする。

（著作物の取り扱い） 
第 15 研究紀要に掲載された著作物の著作権は市立大町山岳博物館に帰属するものとし、あわせて同館はその

出版権を有するものとする。
２ 著者が他の学術誌等へ転載する場合には、編集委員会に申し出てその許可を受けることとする。
３ 発行された研究紀要の内容は、当館のウェブサイト上で公開されるとともに国立研究開発法人科学技術振

興機構が運営する総合学術電子ジャーナルサイト J-STAGE（科学技術情報発信・流通総合システム）に公
開される。ただし、生物の保護、環境保全上等に支障が生じるおそれのあるデータなどは公開しない。

附 則 
この規程は、2015(平成 27)年 8 月 25 日から施行する。 
この規程は、2020(令和 2)年 9 月 1 日から施行する 
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